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事
険いと 計項計
項

、れ

、

置は
て

及等年

項
適ば

事係未
》
且ら

負事額実な

請る済
い厳い

」多つな

費項が

で

てのにの

しも正も

と

を、

もれり

たこあ

い、

べ目改」良木

が確さ

の

管 き）良と費の託 き 設
こ 理 と道費す」剪料 と

と ろ 費 こ路」べと定」

て務す を ろ新ときし業

しと

べ 改、こいの 目 を設
） 良ろた執き
と 項費をも行 項 土

）」目のに ） 木

道と）がお 河 現こ
を

路し道目あい 川 業ろ

）

、

橋、所費路）って

はっ 》

設

の 、る、て建

も ず係

年項め行管

が 翌事定執

にれな費 件 度らし理 ３
おたけ 、
い保れ目

て健款ば）

過福項な土

年祉目ら木

）」い業

度部節な現 円

事にか 摘

支あ

》

、 特対に業おら びに度

事る係て出 別す係にい
支整 計措事る、納 会る

項料期期

託払理 置項委

支

品確に

備の中

と日間

にめ
的努

入を払

等購認

算たい

予っま

出沿て

歳

。

行なす

執正ま

の適り

てに
っ目
た科

当算
に予

事

託、な

講委は速
て迅

理

備状処 じ

や出務

料支
め た入の努

購等に

品況
十い

のをま

等認て

費確

法供
方定
な安
能の

措支

討て
検め
を努

どに
な給

しま 四、い （今り 措後ま 四

目に
行行
執執

、る
はよ

。

当行す

ににま

払分り もす

っ、

置たい

）

水
用
業

工。
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済 項項

号

ま然る

ざとも

ましの

なてが

徴収あ

収入っ

月
八
日

金

曜

日

生るにに今

保の図め施 入て担じり者をり
生護 、相い当て一の講ま

は

保
））

額部

金資

健 、金

福 遺貸

祉 児付

部

的て

学
修円 祉等千

福金

はなま児

金電導やど後

目額部目
貸話の口の

））））

総母 道

子 務福

部祉 税

資

千金

円貸
付

きのた財悪じ道

た

道続推場産質る税母

努未
力済。

が額
認が
め多
ら額
れと
るな
がっ
、て
依い

正めも

活世活と不努後

に態も受て滞

保帯実と

る者

費対をに給い納

護

握返未との

返す把、の

活

金訪し還然こ生

還る

を止で実

に問、金防ろ

き査入発等す態

つ調納
さ護的

まに指生保。を

す
てりのせの確

しよ導

、。

督談る者納層支じ

納能収

促やとに入滞払

し導世力入

状催こ対指

等で、の帯に未

の告ろ

額

付にす施徹の応済

送

態たの

やよが行底実じ

務図把分減

電り、事を

入後指る握割少

話納今

努

訪のは導とに納に

・

め等め

問促、監と努入

対、償い童
に進徴査も

振策長還り保

付、ほ座
、替を期対ま護

金文か
、償の講滞策す措

等書
収訪還たじ納を。置

の

じ徴

入問促めて者講費

るの、収

未等進のい等

別扱と実収金

済に特取

にる対銀こ態入等

額よ

確つ

つ償策行ろにのに

あじ保き

き還事をで応

まの業増

税き進合調滞な収子

の、にに査納ど入福

収道努は等者し確祉

入税め、をにて保資

未広る早行対、に金

済報ほ期うし収一貸

額のかにとて入層付

に充、滞とは未努金

つ実道納も、済め、

き強税のに厳額て遺

ま化が原、正のま児

しや滞因常な圧い福

て自納を習措縮り祉

化い正把

は滞強な適に

被者をた実握

、納 措ま

よを収等に、のて

よ務置い

る図事を、債

納っ務通

収収所

入入

努し

し督のやりたにま

今果めて

て促実す、効

、
は指施な

収収所

入入

は主と把滞置をま修

、納な握納を図す学

引税っし者講り。資

、、、

収収所

入入

未管
済 項
目額部

）））
水 林金

産 業

林 改

務 千 善

円 資部

金
貸
付

未管
済 項
目額部

）））
農 農金

政 業
改
良千部

資円

金
貸
付

未管
済 項
目額部

）））
経 中係付

済 小る金

企高等

部 業度

千 近化

円 代資
化金
に貸

間としつ

分て期庁対に

納り後」連、い

割お今

し画指

入まはに携計て

指。実て的導

のす、、
計中納行

導林施集なを
や、

行改画的入い

を業

う善にに五 な資基実分収（ ど金づ施割入措 の債いし納未五

収きしめ活類に

入林ま文てま用型応

未業し書おたし化じ

済改てやり、、をた

額善は電ま延状行具

の資、話す滞況い体

解金債、。債把、的

消貸務直務握類な

に付者接者に型対

努金及訪の努化策

めのび問個めしを

て収連に人、た計

ま入帯よ別延債画

討りきしる債導

し債農ま、と今務等

な権業し文こ後者、

が回改て書ろとの債

ら収良はやでも実務

、に資、訪あ関態者

個努金債問り係把の

別め貸務等ま機握状

案て付者にす関に況

件ま金及よ。と努に

にいのびり連め応

即り収連督携、じ

しま入帯促を分た

金も密握協分場

中等関にに議割合

小の係し努の納は

企収指、め上入、

業入導貸る、等担

近未団付と保の保

代済体先と証債権

化額ややも人務の

にに他連に等履実

係つの帯、に行行

るき債保関対を等

高ま権証係し求、

度し者人機てめ法

期縮

指も延圧

しと行の

る一つ努

す、にに

導に
検ま

と納てて

こ括いめ

返がすり

、等討い

で入
ど。

の難なす

還困るま

措権た、入済

促な

）

策務のの

置管対債額額
額消

講強を者増解

を理

保るフ滞務的
じ化支に

い未

り済証督ァ債者に

ま額人促イ務の実

すにににル者実施

。つ対努をの態し

たす未保をと割措

、

対。済証行り納置

応額人っな入を

にににてがの講

よつ対いら指じ

化てと等関債、的

、、

資はののと務応措

金、連実も承じ置

貸今携態十認なも

付後を把分やい検

済

図に未

を合入

進場収

と履額

るは
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教
））

額部

奨

育 学
資

意収

等
金

付
貸円

金千庁

じの識入

済消とる応旨

額部目
額にの文

）））

札公

幌立 医
科高
等 大 千
学 円学
校

か人とに療をい

目

、にも係費進り公

）
附診
属
病
療 院 に
お
け
る料

電徴収整の努引

部
話収入今理よめ診き

額部目額

）））））
建 建河用
川料設 設に

部係千部

る円 千

堤 円

塘
使

しの置引りつ及に

目
て督なきま河きび応

月） 八
日道

営
住
宅
使 金用
料 曜

日に

に努連書た啓啓の

努道

な保

つめ携・償蒙蒙確

督貸どに

きてを電還、

に等励与、努

まい密話

てとしに、終実め

しる

にま

はこなよ新了態て

貸へ応い

、ろがる規者

、納与のじり

かでら収

てが滞促者償たま

ねす

置。

か、納進へ還措す

ら更者やのに

滞よにるのめま立

納る、も概収す高

の納収の算入。等

実付入で通未学

態な未あ知済校

にど済るを額奨

応に額こ行の学

じ積のとう発資

た極大かよ生金

分的半らう防貸

割にが、改止付

納取入退善に金

入り院院策努の

・等の後状りて療続

面の確と況一ま料き

談実保もを層いの、

に施に、把のり収訪

よな努各握促ま入問

るどめ土す進す未、

計滞る木るに。済電

画納よ現とつ額話

的整う業といに等

な理指所もてつに

催の導にに指きよ

告強しお、導まる

及化まけ滞のし督

は促ど続す川ま担じ

、や滞き。にし当た

滞催納講係て係適

納告のじるは長切

者、実、堤、会な

に住体収塘滞議措

対宅に入使納に置

し明応の用整おを

て渡じ確料理い講

、訴た保ののてじ

計訟適に収た、る

画等切努入め滞と

的のなめ未文納と

め営

て住

ま宅

い使

り用

ま料

すの

。収
入
未
済
額
に

度す講

そにに状制対を

校すに趣るじ

の学対況
エ

、

解

にか主申当 指
収はに要請に 導

や組診前のめ収

保む療に検て入

証と料医討ま未

ウ
お費徴 指
成いの収

産手の

導

をしる納強て促
品続が

び
出図た滞整化はの

張り。納理に、ほ

イ

、

を知訓 指
収調を練

足

導

な法措て済書のも
を

支的置ま額通実に

払措をいに知体、

る当金しア
指 庁行たなて 指

勝 導 舎政っどい 摘
つ
き
ま

入、還食に時

入
収
の

事
証過付糧係間 項
紙誤し販るを 》

け業付し

がちな売還要
おこ

誤うれ許にた

過ょ
ょ相なやいと

ち付ば可
な築、ど

う当ら建てな
算ら

のをい確予か

付額
合や、の配著

場速が認

人て実し 事
職、費て

のをあ

項
業受をい

売行っ

》

いな。訓講誤る

払わた

受かての

にい練者っも
大あ

い収講ら過が

おで
、し負収にっ

て納者徴
収る定。

こて担す算た

に材、

しる入教し

うい

入定しの
たも

事
をしな実

生

項
受、け習

じ

》
入入ば業

いけ納れ作

て

る務らよ

もれ義なに

る

きにい発

がと者なり

の

、入、し

っは納が生

あ

れ通業生

。この職た

た
馬 事 内財てをる 事

投 項 に産、加も 項

票 》 所使対えの 》

の

在用象てが券

し料外算

発 てのと出

売 い加なし

代

電過あ金 東 る算る、円
事 体金話大っに 京 団料

徴。過 務 に算基にた、

） すに料収不 所 対定本

で
切

適
が
い

扱
取
の
務
事

還収後の

返今理

も
い
な

の化

手証こ速

の入、迅

行過う努

をのよに

続紙
とま

ま納こて

い誤なめ

。になり

た付のい

し還

収なてな

いうめ

当いま

事とい、

し入こまお

ま

になま大

。務のり過

た

う収

たよ。徴

当いすに

、な分

は正た

て適し

っ

な

後業起にこ理

今事に

よ努お

、務し努生のに

て品うめ、

職開なめ産

前らまのなて調

員始が

に

びに不い売こま定

及

がりつ

従実足り払とい

すになまき

事施金まい

、び。当いすま

員し及

うて

対よ過たよ。し

に
る一金て適は

すり剰っ

馬

行っうなの勝

たよ還

は正、続投

政て適お手
大行券

産、な過を票

財

発

用後務徴いの

使今事
こ理分し売

料、処収ま
つ。金

加のににた代

の

まつ

料うめきに

算よ努

金なて

六
（
措
六

は務
て事

っう。

たよす

理て

、処い

後務つ

、処

は正、

よ努、

のには

こ 続

務注生、な手

業層発
を防後務を

講意の今事

ましい
を喚止、処行

習

りはは

算といてて

のこ
す返今

になま、、

定の
。

当い

）
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イ
指
扶

し給長定この

導
養

たを女にとが

事 日開のおかあ

道 公 報

ア た係給

じあ 指 し こる

扶たっ 導 と期

養日た て事 円 か末

号外第

の主いいな

扶とるるい 指
養し場母に

扶

摘
手て合をも

養

事 手

号

諸

くに

し出１

支－
４

４

く日了用認

延る手

遅係

見月 込ものす保定 以

八 まの属る険に 上

日

受い 恒
れとすとのお の

、月れ給て 常
るしるさ

支 な
合そをてに、 的
場
はのもい伴金

扶終 得
支事っるう給 所
給実てが曜 が要が支、養期

日

手
等めな続

件努手

項
当

の始離いらっ

》

、大。は

属す職て過た

被

ると伴支に、

するに
れ扶始給扶

月さう給支
をて者

翌て養期し養

の

年

かる当誤いに

月い手
、認たも額

らがのっる

手かと い

な続扶

手
支

項
当らき あ ら・

》

に っ る 、勤
扶勉は

、 の。

養手、日は もた

養過そ

手当扶経

１ 及をの後の 稚 が 当等

届を 名保 び過事に届 内

れに分の出受 健 そ大実
類め

） に支、生が理 所

当そに認か

扶をて

項
のの限定か

当

》

れ件ら

支支職ら要わ

の

扶

をはのるがず

給給員
扶養、た養

誤、扶が満
居れ族

て養を別さ親

っ

し

る族けしてと

い親受

な続

定め手

もがててい

る
い

て項

し事当

扶をて

ておを

。
た

っ
あ

が
の

も

ま

分い過い

十ま、行

を
すにた

確ま分し

にり払
し

適ま

、き

し。つ。

認

おを養
務、

事は

なて

正
支

払まの

過い当

、行手

き当

つ。に

にた給

分し
、、

はは

てて

しっ

また

ま

当確り

手分い

養十ま

に、
給上。

支のす

の認
は務
て事
っな
た正
当適

い、行

養十まおを

、処

ま払ま

当確り過い

手分
。にた

支のす分し

の認

ま

当適き

に、つ。

給上
務は

て事て

っなし

た正

にの

理納

処返

、処、

は

算ししっ

プに積を給あ

の要

納給

返支
リは

の

通 指

努
係に
関理

宅に支大通

ウ
書

くて 指

の

係に納

関理返

定て給

のアイ

規努

指 っなとの 指

。

ペ、すなてた

をて住

イ割るかい

率とたも心 ド引こっる
とが障 ーをにこの身 カ

者 を算るか１害 ド計な
て、、、総 使しがら件

合 用

相 す運こ過

談 る賃の大

所 場額計に

勤

） 合を算支円

摘
手

改係給に勤

事
当

築る終支手

項
の

に住期給当

》

手誤て支額

伴居をしの

るを算

賃当っい給の

う

に

ア認こも誤出

貸のた
にかがてお

パ定とのっ

っるて

トおらあいい

ー

。

居て過たも、

入い、

住に終

、

導
居至了

の算し

事
手っす

基定て

項
当たる

礎しい

》

さ

なこもの日と

とたる
かが給属れ

るとの支の
、るい

賃らあはすて

家

が

額過た要月る

の、っ

誤にをも、

を大。件を

住
っ支欠っ自

導 住ていかが 導

居 事 居家共らあ 事

手 項 手賃益、っ 項

当 》 当の費過た 》

定含に支

の算を大。の

基て給に

給のめ支給

支
に定てい

お礎算しお

に
またる、

て含しいて

い

手

誤い居

誤れこも算

、

が支

このの

たも当

っる
過た誤

らっを

かあ給

と

も

給る

支い

にて

大。っ

おを

をてな続

類め手

し

確り過い

分い、行

十ま
にた

のす分し

認ま払ま

適き

、つ。

上。

七 正ま（ なし措 事て七

、行手

おを勤

な続通

手

給

分し支

払まの

過い当
っ

また

き当

つ。に

にた

をて

類め手類め
てて

し

おを居十ま

をてな続住

り

分い、行手分い

十ま

まの認ま

確り過い当確

のす分し支のす

認ま払
。に、

上。にた給上。

正また正

適き当適

、つ

努手

事てて事

なしっな

おを居

住等めな続住

件

当

手十ま、行手

居をて
にり払まの

当分い過い
にた給

支確ま分し支

の

当

にし。つ。に

給認す
正しっ

た適また

当、き

務は

てなてて

っ

） はは
努の

に納

理返

処、

は務

の書

納係

返関

、、

理返関理

処、、処

務は はは
努の書努

に納係に

支処返関

、務、、

は事
要にの書

給理納係
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指
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事

導
には勤時が賃

項

事
勤、務間あ金 項
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単始しい

を翌たう給給

族身期て時る

単具月家
らが赴をい間も

身備か
る開他任誤る外の

赴す
任

号外第

指 的になでしる
導 とよ回算て単も
事 認る数出い身の
項 めと券しる赴

号

平
成賃 十通等 指 三勤の 導 年手額 事 六の 》

制に給あ有

の価準支円
てた休

金がよしっ給

賃

暇

日導り
さ定るは 南 額入算い。
の勤 養 、れしも、 幌 は

学 基いこが務 護 新てた
がか名間 校 準ると３期

に。臨

は理かた

、） と
臨、にな

》 務休手外っ 》
命勤も務。

を日当勤た

さを

代手給当

じ務支手

をもな給

日はれ支

休当
、い

定よがて

指といし

係理な、

関処は

、
しり

務

手に始地手っも勤

時

こが手

当至さ域当たの

移認とあ当

のっれへの

日が転定かっの

支たる

給

はの、しにらた支

給

い過を

、属同たお、。

るしとて大誤

支す居こ

支て

要月てに、にっ

給

な続

係に手

件のい伴支

単書努

》

すこの手

らさとたも任

あの

るてべとが当

れれ
勤るとらっ支

通いきか
ろ過。を

経がこ、た給

定にっ

及よを大誤

路、
券給い

方安期支て

びり

当は
務な続

事手

法価

項 月の、 》 八算最 日

とか
礎的

基済
の経

出も

金

る合
なつ

曜運理

日

職

時要努お新時

通及
路

等て賃準員

職件め、基
日よの

のをま金にへ

員

給

金分り額る有

賃十い
認すつ準休

日確まに標
ま価の

のし。き単暇

額

て変与

定適しに付

決、

にお返

当なは更に

に正

め誤の

外定努、納

間規
まの続

務をてり手

勤等
りっ行

当分いあを

手十
すもま

支認またい

の確
、にた

に上。のし

給の

おを

っ正き

た適つ。

当

過い

赴をて、行

身類め
分し

手分い払ま

任十ま
つ。

の認まにた

当確り

に、ま

給上。き

支のす
、

っなは

た正て

当適し

過い

理、行

処おを

て事

てにた

め分し

努払ま

に
て
まし
りま
いき
まつ。

当法
手方

勤び

、
。は
す

当十
にを
給認

支確
のの

、、
はい
て行
っに
た分

っ務速また

た事、し当

ど利認はに

て処やしっ

が用を用す搭も

る類は

、務て

は事し

てなま

こ

に券

航はの 指

関理の

、処納

は務返

旅 要た
し 務にっ

用務出あ で当

４
の
納
返

て や

い－

旅なし 指
行かて

る３の
摘

満た
経な
勤正
通適

も団

る乗か

じしと

応たこ

に

行たこ証か

とや務旅し

をの者事と明わ

がむ先

ず

要得対に実と書ら

必

て添、

でず応提をしが

さ行い付航

あ得証出旅

れ、せ命るさ空

りら明

を

そな宿、令がれ機

、

半い利

れい泊航権、て

機が券な用

ら場証空者

になを確又いし

の合明

空、半
書

摘
機旅券

費

事
を費又

の

項
利請は

請

》

証

続し書乗

手用求搭

求

行空書

不旅航明

がてに
付

なたの添

切し機を

適

補す。

の合乗す

も場搭

の 象費
も 対旅

る 助る
い

っ件

者誤５

業、
が 事を

行て、

が
う公農

べ費政

きで部

にっい
用支円）

事
係たる

の旅体

項
るた農

が費用

》
務に関

っな用め業

あ務

容道の

。に内、連

たど

協

し検事絡

出のが連

支

十を会

いが局議

て討務

いら

ててか

も分担の

た

れ職金

さい賃

与な、

付

に

、誤大

がに過

る員を
与し

要付給

務て支

勤っ

なてし

ましま

をして

件

航所
、、。

。おはた

す
用を
利続
を手

機の
空定

意ま当い

事確
たい

し行

空っう

っしい航たよ

か

適

た適ま機て、

た、り
な。利、正

め正すをは

行す後事

今旅用今な

、
令旅こ処

は命る、務

後
びのよに

用及行の理

、

張とりあ
内復旅う努

務

てまにかまっ

とで議め
容またつらすた

か支内
しにい、い、がほ

ら出
道た十り補て旅、か

、

復

のも分ま助は費旅、
命命

本の留す対、を行
費令書

来で意。象道道

業業で簿に

業あの事の

ま、者務支の具

務り上

的

しす適のを出記体

と

手係会
てが正用含し載

張に

をが出等

続道る議

ましつ席

い入に出

行加
はこ

たいてる

していす
会認

国一と

全、と

。る

お

は務な

て事

連員識

の

努払

務に過

勤理、

、処
十まつ

をてに

件め分

要
分いき 八確りま （認まし 措のすて 八

まし
きた
つい

にを
実認

ににのこて

容命費なめ

分め給のい

十努支とま

務めたがな
留てになり

今執にても不記

旅、な

が

を後行係いの十載

費

あでな

道、にるたで分

して

絡とし
費会努出こ に種こ

会各た

議てい

協

上。は ）

なの

正納

適返

、、



平
成 ア十 日りて前い支三 用）土い日と給年

務が曜た分なし六

北 海

時扶かしる

指 赴に養わたも

導 任は親らこの岩
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導
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号
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実に。治

事りた自

日日日場のった

の

月 曜ま合日てこ八 日でな当いと

の

日

にら 日でにどはるか

前
私務は給も、

、用に支
か払 来

事地、しか過 本
都に用な金

らと 旅
合滞務いわい は
に在日取曜

、

行よしの扱ずな

日

旅十まな続

をて手

項 費準に扶か１沢

》

、分有

の年該養ら名道

以し族過、林

支額当親

管

給
に上な移払

理 おのか転い

セ い所っ料と
っあタ

て得た等な円ン

あも支てっー

、がにを

、。

任りか給いた）

赴
赴等めな続

類努手

項 用運旅要わあ則

》

にたの

し賃行でずっ等

差令る差。取

たの命あ
もをい

と額権に額扱

便

誤

も支のか支を

最を者
す認わしっ

安給承か給
ずいも

なる等らてた

価

るもめり
続

手

、

便場の

の 項
支航安ら安

志館

》

てな

庁給空価れ価

支）
札に社普お便

、額会な
普運、利

幌つの通りを
務で

科て通賃公用

医い

学、賃すのき

大は運と
当いま

、

、運のる都ず

て研

確っ策

航たよすな

をいン

法なセ

方い修

認

保

のが、

定のー

所もタ

おを

どあ福

続件健

手６

過い

の確り、行

費分い
分し

給のす払ま

支認ま
適つ。

当、にた

に上。

は事し

てなま

っ正き

た

を

係理、

関処は

、務て

い

旅十ま、行

任をてお
し

の確り払ま

費分い過
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給のすにた

支認ま分

た適ま

当、き

に上。つ
、

は事は

てなて

っ正し

お
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た
し

ま
い

行
を

、務

適過

機て、、

空っう。

用今な分

利、正払

をは
処き

る、務つ

す後事に

のよにし

行の理ま

旅こ
て、

費なめは

旅う努て

めの

定努納

規に返

のこ

ア

等

しら令たる 指

る

書にの

係理納

関処返
命己そ料

用令都の、も 指

ウ
はす宿払精 指

給のい納

支とま返
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係研か 指

実たのをこも

っ

導
際に出変との 事
にも発更かが 項
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っ、過た

私かなず、っ

算い

滞らて精払。

事わ

怠な

地、たをと

在ずい
てて

ら務初っっ

か勤当

航の

行か命いい

旅地の

務で合精 摘
終あに算空が 事
了っよを賃１ 項
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他た過、

、に、っが分
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務かのこ払

稚 地か地とい

内 にわ域かと
っあ健

宿らでらな円保

、泊宿てっ所

泊ず宿、
、。

る自し泊いた）

す

水、べ泊い算 導
路必き料と時

をな

事
旅要にをなの

支っ

項
行にも支っ確

給て

》

たるに応か給て認

しい

る十

こもよじかしいが

らこも分

とのり、わた

張卓ずとので

かが出食

、っし料、かがな

らあ

っも

過たたを誤らあい

て過たの

払。場支っ、

前とで費る発

。

い合給

修日にあをにす

る修ら
初了まよる支もる

旅の
を日後でりこ給か前

費

分

支か用は滞とすか日
らに

給ら務、在かるわ
扱ずつ

す起地長経ら取
定い、い

る算を期費、
縮額と用て

場し出間の
在減のな務普

合て発滞
るすが日っ地通

に６す
目日る可額てを旅

は日

宿
、

導
泊

て

事
の

い

項
必

る
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間

っ期

あ長

がな

の要

も

続

十て手

に
修

研

。の

た

行

費にいおを

旅分まな
ま

精認ま過い

の確り、
た

に上。分し

算のす払

っ正き

た適つ。

当、に

九 てなま（ は事し措 、務て九

おを

旅分まな続

十て手
過い

の確り、行

費にい
分し

算のす払ま

精認ま
適つ。

当、にた

に上。

は事し

てなま

っ正き

た

十まな続

をて手

、務て

確り、行

費分いおを

旅
のす払ま

支認ま過い

の
当、にた

に上。分し

給
てなま

っ正き

た適つ。

続

をて手

、務て

は事し

り、行

分いおを

十まな
し

のす払ま

認ま過い

確

き

適つ。

、にた

上。分

の
費
旅

務て

事し

なま

正

は

、
は
て

っ
た

当
に

給
支

旅処）

の

程努納

行に返

行理、

に返

行理、

旅処は

をめ

関処は

をめの

程努納

行

の

定努納

規に返

係理、

努納

に返

理、

処は

等め 等
定

規
係

関
めの
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検務たっる経

摘
保

討地、たも済

事 がの精たの性

号外第

ウ
指
旅

な復なしる精払

導
費

航路便て航算い

事 空はとい空をと

号

平
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ここ

、で等。、しるた

節務いとと

用きの用て

ら

のこ約日るにか

務た

の、り、

当とが前がよ

にら能２行、日

日か可

を日、

旅、な日程１当

当のを十で宿

行日も間

続
手

る、が旅分旅泊

す

日い時
な

項
のる刻

当つこ、あ

》 っ たいと

た前がを ってに

。日、十 て参よ

当務把

、加り円や用分

開者、の

開す

催の宿節石日の握

支宿始る

場利泊約狩に

が可庁泊時こ

所便料が

開を不能）を刻と

や性
し。旅程め

方慮す日努

健
法

項
衛

十一算めがを

》

不っく生

分部時、あ欠

な記確足たも業

でのの
もいの

か載認払。の務

分な合

たさ十と打

っが
なて会

めずでっせ

たれ
十て手

用まかい議

、、

を
分まな続会

項
請

便、のた券怠な

》

てて求

を利航がをっっ

実入いいす

利用空、購

た賃際したるる

用し運

に

き便のにてこも際

で

かが、

なと差はおとの

引、らあ行

い最額割り

安支のそ、っ程

たもを

。

に価給あの過たの

め
の

にいな続旅

分ま手

、

項 月都 》 八合 日

最
り

よ
に

等

金

安
も

曜価

日

し
足ま

不い
、行

おを

旅

は
て
し
ま
き
つ。
にた
分

旅命をま

、、行等て
、

支に分り

催費令十い

開
のた討す

所給当検ま

場
催減て、

開節っし。

、

今な

刻努、切

時には適

十ま、務

をて後事

等め

確り、行の

にいおを議

のす足ま催

認ま不い開
た

、にた当

上。分しに
は

なまて

正きっ

適つ。
、後

処は今

務て、

事し

ま、行の

確りおを費
理

。払ま算

のす過い精

認

た

適にた当

、分しに

上

は

事まて

なきっ

正つ。
、行

理は旅

処て、

務し

て
っ
た
当

に
算

精
の

費
に

施のあ

の
給
支

給
支
、
は

会かそ

林議られすある 検

のに

にり務理

分い用処

に価由とらわ費と

考ま

ウ

めの催

努給開

に追、
運 指

程

努返行
給日もな給節

イ

てのを

め納

なは価 指

。

料日な
十
を
額

日こる

業、多ぞるり 討
関大数れ事方 事
連会のの業に 項
団等職団でつ 》

ががるて

体に員体あい
と討

道本参主こ検

が、
で及しとかす

外庁加体
いっ、必

開びてならる
加が

す支るて参要

催各

まのらをな

、

る庁が実

った直ず支っ

、にでな
行て、行、給て

伊も旅
かしい実便千しい

丹か
港わたる際を歳たる

空

の

をらこもに利空こも
かが

経ずとのは用港と
由らあ

由、かが女し経
にに、っ

し羽らあ満た
空もよ過た

た田、っ別
。港かる払。

方空過た

安経いかか旅い

が港払

道行 導
外経

すで安いし約

事
出路

る旅価にてが

項
張を

こ行なもい可

》

もなに確

との便かる能

利わのもお認

にみをか

る命用らなのいし

なの

、か

が令しずどがてな

航っ航っ

、でて、、あ

支額空た空た

旅あも差

最、障を賃。機た

行り

航、な
終最が支ののめ

公 導
務空実便

かとも

事
の便際と

らかの

項
都をにの

のらが

》

行不っ合利利航

旅、あ

でし運

命足た等用用空

といよきた賃

令払。に
最いと差

なとりな便の
もを

てっもと最額

っな
たい価に安支

いて安き

か

節泊も

の宿に

等にい
れら

可けわ

がなか

約し
の務用

も用、

なばず

能

に

前え当

、行の

やを務

参め

林参催の努

員開限
人ま

関に的加て

業加目
にり

団た趣数い

連当や
るす

がてにすま

体っ旨
留ど

催、分な。

開は十

会、し効

る後意、

す今

なのなを

にうい費と続

実とまお計っ行

、こり

上もま

際にす、算たい

利り際ののし

によ。実
利空つ。

用適に航にた

しのま

たな用賃き

し切

便がて

路務た額し

経事

旅通
な

確理の異は

の処

にび
給及

支路
の経

費常
は認
て確

っの
た法
当方

空、務

航は事
てな

、を

努

利行に

を行理

機旅処
分ま

る十て

すをめ

用程
支認ま

の確り

費にい

旅 一
〇
（
措
一

要な

等の必的

議そ、率

職の小行

の業最執

へ事

を努空り返

認に航な、

分てと払の

十め賃過納 と
もう
最行

行ま旅い手

上。

給のす

的も
済と
経

っ正
た適
当、

に 〇
）
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北 海

をい経た－ア

４

指
建

公取て済。５

摘
物

用得、な

事
の

車す車支使

項 のる検出用

道 公 報

指 税入ずこてっ験

導 い がす、とた場

事 る 課る課か。根）

項 も さこ税ら釧

号外第

イ
ラ 指 行え締

農ク 摘 為て結

業タ 事 担いし

試ー 項 円 当る、

号

－ア

４

指
物

４

摘
品 事
の

需

項

機１

用

》 ににをた月 契も締。をか八 約か結２月日

締わて使使

をかし台の

る室し料

結らい根用用

な、も教てが

しず

金

が局るな

け前の育い異

れ年曜

、

ば度、）がっ

日

借
うめコ偏

よ努が

》

要取な及上

買必をと料

て賃に

えの得っびげ

換

い

当いたい借お

になし

っ公ともて

た旧こる料

、車らが借

て用かの、

検つ不っ年

車に、あ上

物事契

な

》

が除不業

の れと免、農

済験

２ いでの経試

が て

、 いる請な場 件 なき申

免に手経、

税も続費北

軽かをを見

油か怠支農

たしあ試

をわっ出業 円

験の
め

努
購ら

》

っ がも出場燃 あ 者に支
かて使と た 専かしが料
すて

でわい用し 。 決

走 るずもる、 網 きらる
契が業油 保 金、の農軽
ト取 所 を約１用引 健 額

軽除

則め免

、） 超を件

購
をて

》
負

出
支

、
て

い
お

に
入

費

こまーな

なてピら

物
担

使う

のりのよ

とい機い

よ。方ウ

いす用カ

なま

の

正つー

適にタ

う法ン

務約
務使検

事て点

ない

理に結

管理締

の処の

品

っ

たてた

当め当

に努に

ま、

はりは

ていて

っま

い
ま

て

後。後

今す今

、

の申

遵ま油の
。
す
ま

り 、ま入手

しり購請

守い

たを

正。当き

適すに続

事は、

約てい

契っ行

な
品

執切な

の適正

務、適 、
は
て
っ
た
当

に
入

購
の

種週

理機毎

処用を

務
事

度必討

くた室程の検

に
、

週借確の要す

、、を

通監て

切の

適こ

、

市知視い 検
場に員る

乗え経の

討

アイ
車て路が

指 課公かたて 指

共 導 レ内用わこい 導

が

努税に

に課行

行な執

て、よ１

使もるえのに て定つ
細
裁
決

の に 用 お額き

し用を必

１上保利性る
めが

のをてで含要

回料
視払るる市あ

監支いあ
、と監。

とっがこ場る

１らの

っ、週か視

なて
２借り

い在回、あ

て駐
間げを

。事時上方

る用

監よをが
ま務

事
視っ駐、

券作やあ

項
はて在現

利成金っ

》

の。、、さ在

用し額た

、

にい記昭卸せは

控て

市行常

記る載和売て

載使さ

にこ監

す用れ年場う駐

訳い衛食と視

る内ての

なは

と書な生品とで

こ

も長生っな

ににい部衛

通
代、

事 ンの車らとる 事

乗 項 タ連がずかも 項

車 》 カ絡使、らの 》

不あの

ーが用レ、が券

分能タ経っ取

を十可ン

。い

りででカ済た扱

借
かっを支に

上なあーな
りとい

るった借出お

げ

、

にたも上なて

際たに

お両っ件

、
、めかげっ

枚

対 機 数り機て、

に

食 し は を、の、

、 調機使経品 べ能用費加 たが量を円
研 は と若を節あ 枚工 機

こ干調約っ を
下究 ろ異整でたセ 、なすき。 回

てをタ 各るるた っ枚ン

い超のとのー 月もこも

月

） と

りで

か 円 、

ら と１ な 円月
で まて 、ま 枚っ

、。 は３ はる 機の でい
、か

のま

はにの

枚間 機
１月

にと駐。

設こ常す

施う
行

づ、は

置し視

位と監

計スな

、在わ

け駐

一 画ペい一 的ーこ（ にスと措 監をと一

理市保場は

乗管確市後

図重全

券の場をの、

車

的

扱底視る要道

取徹監

努つではに

基にに上性
流わ売

にめき、変卸

準

場

づまし通ら市

基てま

りは階いを

いいて段な

公公努

、ま、にこ重

た

ン車車て通

レ用用め共

カ運利い車

タののま乗

の計促まの

ー行用り券

りのを。用

借画進す使

、た

げ認り当

上確図に

ま数

行枚

当徹経っ

にを

に平直

う、見

よたの

う

を

し成し

ま

し

。契ま

た度い

し年行

視借し

よ。
分た

約

一 指りて）

点
行てり

をげい

導上ま

。品けか監

適す食おと

安卸、対

なのるら視

切

た底費て
録全売今象

記 減共

てる節、

っすのは

契
本

基
り

、どに通

はな

約



エ
交融そる遅 指
融付資のこ延 導
資に機年とし 事
機お関度とた 項

北 海

ウ
談て書要取行 指
会会、にで扱っ

る

導
議に公よあいて

も

事
等要費りるとい

の

項 が

道 公 報

に

に会際支要約係確

イ

団し

団係の費出性可る
と体な

体るみでしを能

と経に支て検

号外第

ア

指 の出体で

導 道主席経支

事 が催し費出

項 事すてでし

号

４ 平－ 成指 ６ 十導 三事 負 年項 担 六関いかのした 》

請月い、

にてら３てめ
が則

す利求末る規

対、
利補あま、で

る子が日
たに務め

子給っで事定
理日

給則と交処た

補規
のははすがを

金でき付

公旨しな

利付努
交に

、

とすで 》

も

っ一る支務のてい

あ

由るの

た体負出上理い

る席をがが

。的担す出

っ

開の場す明、あ

に金

こかのた

催支合るらそ

れに、とに手。

さ出は
定必るを

るお決がす続

なとい

懇容り
内よ

懇い

すっのま

の費出出い討
もるた経ま

共の席する
きのこも費道

催支しべ
者と、とのの費

で出た
おのこ参で、負を

開に
しい参ろ加参共担支

催

し

たて加負人加催区出
をて

会、費担数費行分
に明い

議懇を金のが事

小のと適

等談交で必節

懇容正限ま内と切

内適

》

局懇る出い

務るい支て

担会、べも

を談がする

し主のとが

当にそきの

い者加ろっ

て催参こあ

団しを公。

ると費、た

種こへあ十り

体て団費

道る会とのり分ま

係

》 金 月及 八び 日

金
付

交

金

曜

日

い

給にま

補限て

子期め
意す

交留ま

の分り

金十
っ正
た適
当、
にし。

付

会業正

談や適

は事
てな

処

参の務

の上事

へ務な
を努

当性に

に要理

加必
はにま

て分て

っ十め

た

やなのた容もな

、検い

行

会業支執、やに執

談

務経に

へ務出行行業、

努の上費努

の上科に事

必にめ共ののめ

参の目

ま

に要よて催必負て

加

性区い

当性るまに要担

りたを分り

たをとい当

分もまっ十をま

っ十と

。

はににすて分明す

て

ま留す

、検、。は検確

ら加す意。

が負議か参

入金に、負がの

加担等

金今、

しに出引担、上

いす続を後適

てつ席き

懇な

るてるい道、正

い

と開で談執

全はこて費

に

の一と催支会行

国、

れし開努

連会認さ出の

協としたた催め

絡員識

要事て

、
後理
今処
、務

たとが実い

実係業い則

す

事しま

行討り

施るを

－ア

４

。

の、

交来は 指
地付、補

７

摘

要行すし

行討必、討に 内て

の、最事る、

事し い談の容ま

議して懇も
が

に各た会でにい

会て
民がなこ加あ

員とる参

間参るとのる

検 過

討

も

す個補。しあ上る

ぎ

に了の

べ別助さてる完

に事もしが

き事対ら、

の事、業かてあ

で業象

た

る調業交のかいっ

あ

ら年。

町査と付着わる

て決前ず度

の研しの手

に

合を採定に、末

総究

、う業行

計行択は行事

に事て原必がっ

画うし

域に市助 事
振お町対

補

項
興い村象

助

》

し

業、自と

事てが外

金

要施い

対付実て

に交ら
、

補でべが

る綱する

す
本業ら

金、事自

助はき

とらり

団加こかあ。

の

よ負に

主てに、方

体し
負金い

のるり担つ

催い
金軽検

修、担のて

研が
軽措す

に団が減討

会同
さな必

数の減置る

多体
職員れど要

の会

事 て

項 交

》

っ
あ
が

の
も

る
い
て
し
付

体つ処

研め団に務

。
た

に

をま助のい理

修て補

りの合十努

行い金総て
画検て

、ま交計分め

い

い

切。決と討ま

適す付

ま

つに関確り

か定の・
。

率た性のす

効当連認

か送度修体の
的っ、上

っる平のので減

減年年
たこ成結活の少

が間会

果用研や

可の費

能参とこと

と加負とと年をに修研

な人担かし度踏よの修

る数金らま以まる活内

とをの、し降え研用容

こあ軽当たに、修なの

ろら減該。お研効ど多
化

でか額年い修果に様
りな

はじの度て参のよ

す制場
あめ精では加波

義て。当度合

は務講っ

平即内担該が、

民、に

般

団成し容当団あ一

間

、の職体り 体

参参

主年か研員に、で

参、加加

催度つ修がは

場選加年者す

のに職を

修行研定し会がる

研試

定り

へ的修した費一よ

こ付人も

の取で、と納

参組は負

一
二
（
措
一

の切

執は択適

なて採、

努該期事

に当時な

行、

効

り確査の、者及、ど
加果

ま定が入平のや参
他人的

しでで会成事、
後 たききは

、
がずな見年研団数な

を担

加と修担ろに数負

ある超金

にし得金でよ

難支り会えの

つてしを

て実い払ま員る軽

い、

二
）
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北 海

イ
交仕るた 指
地付入者め

費しの

導
域にれの、

でてが

事
振おに場補

措認あ

項 置めっ

道 公 報

ア
交売審内り 指
地付促査容が 導
域に進ががな 事
振お事十販い 項

号外第

と査も

金用取返済調る

に消命なのの

の途り還

付使し令っ上が

交

号

イ
指
技 摘
術 事
開 項

除助確いれ額に月 し指定とずの交八 て令のし、確付日

除をて

申に際て控定し

いそるし行い

請おにい

ても

せてのがなっる

さ
る条額、い金

またが

か件をそまいの

、を減の曜 あ付額手交たあ

日

興い係合助 》

過。事てるは対

す、た

二経

き大業、消、象

べ

対助税重費

もにに補費

中

を付す対額にの

の交

者控税か

対しる象を課

経い助が除しら

象て補

れい費

費る金課さな消

事

補取務
の事

ともの税

興い業分売 》

係な進や

事てにで促業
業来

に町るか事本

業、
す地助たと、

対の補っ
象め直の

る場対たは町
関用

助品経、接庁

補産
の販の業わ経

金の費事

ら経経行

補適なき象を

に用、をて、あ

助切当

る切た

おし既行い適っ

た支てこな。

いたにっ
るか納

、め払いと滞

て
助交たがら整

補、っ

実を済

金付補、、理経

定金入態要部

を決助収

とた

のをの未をす）

他

、、な。今

電握清しが

発
話やそ算

》
に

業
事

興
振

）助

庁補

支る

室す

根対

令にに

指い理

助扱処

補

ま

たてて

当いめ

につ努
留ま

はにり

て分い

っ十

い

税、
費し。

消意す

、

いがの、

事な該な費費

者務助もあ審適

業事補

たにな

の処事のっ査切

にに、こ当執

執理業の

っに

状努お一とた行

行

て補らて努

況めい部か

て

十まは助、はめ

をて

象後一ま

分い、対今、

確ま大外、層い

にり過

た、

・督の会債精っ後

の終た補

訪励後社権算

助な申結め助

問を補と

にっ事っ出と不金

等行

欠交

よて業たをな納の

っ、損付

りき者た行り

あ、て債と事

補たでめ

事こるそい権し務

助と

処当

業ろ会のた回てに

こが理た

者で社清と収

収
の

還
返

金
助

のあが算 ま
き
つ
に
済
未
入

指 の取限補てあ

導

当正
相適

交得等助いっ

カ

額な

指
地

経さ究係補た

導

と補のり

費れを者助。

し。付す助精ま

認す交

オ
。

、とべ対査す
交業 指
医付を

りら請事が

導

人ろ不しっ

変ずの業あ

ま散にで可まて

状り解

、

把すし対す能しは

況

エ

。

交決る 指
農付定も

交査りも

導

ウ
、
は
て
し

付がをの

指
産

っ

導 た

事 付しの指るた

項 にた取令が。

》

い産いに明

お財扱書、

、残交記し

てやを明記

助物のるい

補存付すて

業の件とい

事件条こな

よ分しさの

に処ととも

域
り制てれが

事
振

がた行の事

項
興

明事っ研業

》

のもにな事

確業た究と
して等

な内の対っ業

で

対

こははていに

い容で
団く成もす

と、な助る
るが補

ら体、すのる

か

金

実ら学間あ助

、自医

学に対
施研関接っ

事
研お象

更行審のっ

項
究いと

交わ査完た

》

十期事てし

付れが了。

い

請い分間業、て

申て

誤対体る

がなでをに団

要もかっすがが

必いな

補う補

にのってる行、

交たる助研助

も、たい

事象

か付めも金究対

か

業にまの
わ申、のの

事
振おで、

に不見が

項
興いに補

お十落あ

》

、た事て１助

い分しっ

、た過。業、か対

てな

付以経

補め大に交月象

旅交す申上費

助、に対

要増

象費付る請をの

対

て助らし減

経のし補か

よ

の算い金交てに

費積

業
審誤るの付い

事
振

。

項
興 》

の
金

助
補

る
す
対
に

業
事

じい
応ま

にて
容め
内努

な。
切す
適ま

たり

一 補三 助（ 指措 令一

は
て

っ
た
当
に

令
指
助
補

等

ま補業令

り事指

今
、

業的行

。事目を

す助の
努

行内う

執びよ

の及う
じま

た応て

当にめ

に容

に

層い今補理

てたい

っ

ま助、対よ

のり補後助
助経、

査す金補象り

精

の切

行付事費適

を。交

握事

、務内把な

い事業
び処

正執の並務

適の容
迅に

執に正に理

な行適

の
費

経
象
対
助

補
行当な

を

た
当
に

査
審

三 行）

適り

の
業

事
、

後
う
よ

う

後補。

今なす

、切ま

は

査なめ

にた審速努

、助

び務ま

めて及事て

努っ

は
て

っ
ま、、処い

ては

一
、



ア
お 指
競い

５い誤の

導
馬て

月てっが

事
事、

かはて２

項 ら勤報名

北 海

ウ
員る 指
研とが

いてあ

摘
修し、 様 い にっ

事
寮て平 似 る もた

項 高 も か。

道 公 報

イ
に金ら行資 指
資おのかう金

等の

摘
金け範じこの

のが

事
前る囲めと前

返あ

項 済っ

号外第

－ア

４

必を 指
資要、

らての８

摘 いが

金な法 事
前経令

日るあそ

項 以がっの

号

平キ 成金通 十自の知 三然額は 年環の実 六業古 》

が月、に馬 自 と務酬分

係の 治 な

政 っな額

る出 策 ていを

報走 研 おに支

償奨

、かし費励 円修 りも給

し っン ４かてのと あセ

らる行て たタ 月わい執

、） つずもに、 。ー に

の４成
なて競は

して

》 等 の か
が わ舎月
を日度 校 ２ ら監１年 学

研 東 、 、特かの 、 件 ず
契別ら 川 約職任修 養 を非用の 護 締常し開 学 結勤て始

切
た適

） し円職いは 校

渡契内通が渡

特っ

》

た。員約又知で又

のた

れる交

めをははさきは

に設、資

さ決

流浦置前金たと付

交のれ定

用幌し渡の額

い受付範て通

し高てを

い学るけ前囲い知

て等

がな

る校部たに内るが

まよ努

、

も）局資あで

渡費に
い契うめ

》

大。の員と違

内、た他

学てし

通幅支がし反

に

け、

す遅校受て

知に出

前的

こし維た私

る延の
資借

とい運渡な

とて持
こ実

れもに金金

さる営

境確績

前の強

月整定報 八備に告 日

理

にて受

業いを

事お書

す額し

対、

金

補確日

るのた

曜助定か

日

古

おは馬、

補のに
こ理

納にの

平返業馬

、、事

の係出

成

償励

４続報奨

年手る走

のいのし

分行費と

月を

に着

酬し行の

報ま執て

、用

職は任

別てな
にた

職、め

勤後努

常今に

非
修ま

員研て
す

）態ま

監実り

舎のい

ま

り約なて

任即。

のに

結のり

す締とい

まのこ
たよ。

当いす

になま

。

今事
、な
は正
て適
っう

な図

資うを

渡よ化

後務

扱の適

取と、

のこり

金

務

当よ事

にいな

いな正
牽に

て部理

っ内処

たう

のなて

金うめ

助よ努

は

ま

確のり

のとい

額こま

たう
当よ。

にいす

定な

つ。当外

はな
て正
っ適

きた契あ

まっ当

きた手

算にの電こ約っ

積重壁

－ア

５

５

当た
にし
用応

め給のて契

指
庁

、し履検約１

摘

に
こ理
、処

死て行討に

場し履

の

職の報行 検
員定酬の

状料不あ

討

今のめ

、制努
態金経っ

イ
、
後充て

務フ 指
イ費ト

方と基も

導

後処
今務
、事

競と準の

と額た

外着等

着の金

、

上体設かが。

に計解気
の、高

いし工備ら割

お

な

、こと撤積と

てた事

誤と一去算
過て見

っや体費がっ岩

ンし別大い沢

てコとを

も健

通クてにとる保

共

う上りの所

費リ行計な

舎
二トべし、が）

をー

事
改

亡いをす係工

項
修

しる的るる事

》

要項約工

ても確必事契

あに

たが確が事

いのに
。る

もっする係

にあ認
で法定

かの方予

かたる

の

ず職つ格

ら、に価

わ

の期を事
支務い

事
健巡支実

でを済た

項
康視給確

あ継な。

》

にし出管なし認

る続支

をい十

もてと理どてが

払っ月行る分

か支なや

、な

わって１うがで

か

る以業そか

らてい回産

た

、たも上医のっ

ずい

職対務た

基たののに職

ンのの

、
本めが

事
タ執不

馬なにが

項
ー行調

報っ規あ

》

いしたネにに

償て定っ

いり

支るな。ッおよ

費
基もでのて接

給にいト

給用パが

準か支使、続
コき

定わしにソで

にか
るずいるンな

めらて係

支

馬外の
こ、る役ソい

支関

いをに

つ当給

に手
当ては

走して

一給し

て
る北 りい、
が海
、道

な

に携切

等連適

円賞地

、処

っり務

た図事

当を
関指努

、のに

はそ理

て

い

門助ま

専とて

係導め

事

る体康工

め具健

部言

示等の

とに理等

と的管

に

、、努行

にしに施

も
環まけ

業場てお

産職め

定

行のり予

が境いる

医

ると

接まのす式
う向ま

り所認たし

今続い各確

定

、容ま属にめて

後内
。がいめ

パをす長つの

ソ確

任は業そ

コ認選て産、
活職

機、す、医の

ンし
を速産の動務

器迅るそ
医動録行

定な業活記履

ンコで

イソが
パ続

期対

態

ネ整状

ーをる

タンき
イま

の、し

トしに

ッ備
つー。

にタた

用ンし

使

支ま
費し
償に
報確

を明
に
準。

基た
給し

一規 四定 （し 措、 一

をま

局等り す価
と、
）け。

課受す

積

内職の

動や。格

活上 応の内」の
をの算

容員

を統認

にに勤容を確

的

努

検め状記一に

点努務

まッ
きネ

、
して況録様

支

、
は接

ての
しト

四給 ）

を
拠
根



平 エ成 てる 指 業が十 工、が 導 者あ三 事３、 事 をっ年 請者２ 項 混た六

北 海

ウ
選応業指た 指
指考す者名た

割合

導
名にるの基め

しわ

事
競当等み準、

、せ

項 個を

道 公 報

イ
件べ 指
同のき

執場行ら前

導
種工も

行合うず公

事
の事の

前はこ、表

項 に、と予し

号外第

ア
型 指
地指

加事い者あ

導
域名

資」がをっ

事
限競

格の、指た

項 と登こ名。

号

イ
者事 指
道はの 摘
路、許 事
標建可 項

負と回 》 合。月 しに見目八 て係積の日

せ合

名随わ積

指る合見

い約行せ

て契をわ

し意

金

もおて結

るにっの

曜 のいい果

日

た級のの原

見の努
こに

争 》

にっ入りに指運則

々行

方級

随て札、格名用等

さす針業

意いに工付と

る予れべの者

契る係事

にの指定たき解と

約も

を位

よが名価原と釈上

等ろ誤等

りあ業格則こ

の対級をっ級

見っ者に
指等て

す準め

。、

積た

工とを
。

》

価い事し、

予予と定て

価れ格るのて２

定定さ

の

格格て調も発競件

価

に入工

を調い書の注争

作あお札事

事書るのが

作も成っいをと

前のに

て

表成か前たて実し

公

１す分

す後かに。、施
工内よ

務びの

るにわ事

定争
処

》

てを登、型入 し録のし

けを注般に

受録発一札

て争い 路な受し競お 道
けけ

札、 識
れてい警入て 標

なも本や入 設
ばいる察

募の

らいの部公札 置
な

設の

予、
後

工な業が）

識 》

道

工に、

置法か

設業ほ
木争

請土競

をるの

事よ
業工参

う式札

負一入

け

うて

積よめ

入うめ
よ努

のとま

せこり

わな参

合
当よ
にい
行な。

執のす

のま

は正
て適
っ、
たう

のにま

者程り

業規い

名
当適
に、
考り。

選よす

、処
は務
て事
っな
た切

検こ

にのをな

理事容う

てにのの

め施討と

努実
約よ

いた契い

ま当上な

すは行努

まてをう

りっ
施今ま

実、て

。、いめ

事な
のう

格よ
価の

定こ
当い
にな
表が
公と
前こ

ま

札なて

て適
っう
たよ

なま

名のり

指とい

のこ
適

っう
たよ。

当いす

に

な

後務
今事
、な
は正
て

ららい書

、
後行
今執
、 理

台、れなこて類

制り

イ

基努
名に
指

法場 検
建施合

にあ設討

討

期、り

時後い

足る定す

ア

及こま

型格務本あ工施い 検
地指と等若るす工る 討

れ出約た
今事
、な
は正

、めてしの。

はけし改 のは

のに
こ理
、処

なる

たいうはの

お見こ、

に

出

のらととし通提

帳さ

れこにを

作にきさた達

が注、てとよ義

成発は

ら、付

義者提いかり務

らし。、台け

務か出る
注及い

け提な発帳て

付

が

れをれ部びる

ら出け
めなお付、

て求ばに添

設行に
お

事
業令は

るのやる

項
者で、

書で審必

》

入のがは定建

類、査要

る業

求札方あ、め設

を

な。請金法

め参法る下
以よ

い資ど代額に

て加
いのつが上り

な格に金

て設な工

も要い建と施

実が
がの検業る体

の件

域名しのし建る 事
限競て受く設工績、 項
定争、託は業事等こ 》
型入者人者と」れ
の

一札本又事で同なら
に事

般に工は面な種ど
同つ項

競係事当にい、
と規いを

争るに該おこ
て」模て審

入入係受い
者関、工定査

札札る託

加計と連事めす

や参設

公

相

募資業資が施のてる

見る１手

いか予ていた

、あ価積が者方

が、定

最らし

通る格合、かと

は精せ低見て

常いをわ

書る

見、査をの積い

、

るう積をも

積いす行見

が

わたなこ価徴の

合っ

とを、あ

せんどと格し

続止てさ提契っ

を中し

た規

て者し務

い積う財

予な合上

、い場則

もが
扱化

価っ取文

定かの明
た

範にれ

の。いさ

格た
でての

内いも

囲つ

一
五
（
措
一

る
体せ
工さ

施出。
提た

す
つに
にい

帳扱
台取
制

申る行

てう
しよ

まる
き

こ要請とう

請てびいの

付と件段とこ

競等を添
た書をを階もと

争に満
いし類誓満ににと

入お
参てての約たお、し

札
加い記ししけこま
た

資入る載まてるれし
基。

格札こ事すい業に

このづ

に参と項。る者

、なと責き

つ加並は」

格に事どを任適

い資び

て

五
）

、し
後ま
今し

、導
は指

明な

は要本実、明を切

格さ確審

、件申と資記

書違申せに査

その請相

申べ及な請、すを

のす



業規

りけ由も約な務

ア

や以者則

競、れもの者

なく、外が運

争少ばな

入な

北 海

指 のづ事委件り

導 ほく項託をに

事 か講を書付行

項 、習遵のしわ

道 公 報

イ
をが 指

、

て二過と

道 摘
路社委

い重大な

事
交団託

るにとっ

項 に積なて

号外第

－ア

５

の清どが 指
清積掃の、

る２

摘
掃算料単当

。

事
業に金価該

委

項 託

号

平
成同局扱 十様がい 三のあと 年取るす 六

る方

札くら３委であ用

業処に針

のとな者託も

もか務理もの

参もいし

者者の指内すか

加５

わ約

の以を名容るか契

らとらの

選上、しかこ

別いはがず目

考指特て

当しなな、可、的

に名
は適

たな理い契能財物

委、切

》 に守交てれ

なやない

道関し付いて

交るけ契いな

路す

ども路

通規れ約ない釧

」なに、の方

法則ば書

あ本

規にら必規が面

の

いなどっ部

定定な要則
。

基るが条おた）

にめ

通法に

、

》

してる法人当

も算っい

ににた

か

りの基対っ 旭 かたおも

らと、がづして 川 わこ

、 等 ずか契あく委は 高

種し関 看 、ら約っ各託

が。のて係 護 諸、額た
院 費算割講い法 学 経積

て
規め

） をが高習る令

務おにを単

委定

》

い用に

約のいつ採価

契

はて諸

託、てしは

委て
物算費

係期、積経

に定
資て含

予掃価しが

る清
なるれ

価係料いま

定に

扱のる

委た切
当適

格る

月いでよ 八が、う 日

る

れ部す

わ注討

行発検

い準必

てに

金

いたが

なじ要

曜部取あ

日

処

約可務

契託事

託受な
の努

名者に

指業理

の能
選をま

の認て

者確め

業

ま

当にま

に分り

考十い

守ま

務遵り

業をい

託等
適

お、
に上。

約のす

契
処
今務
、事
はな
て正
い

務は算

業て予

託っな

後

努

け費に

お経行

に、執
十ま

定をて

予容め

る内
積査ま

の調り

格分い

価

オ

て、
っい。

た行す

に 指
委お

かいにの

導

エ

かももが

日にのの 指
契をよ必、

と営合

導

ウ

係努
関に
、理

」利わ

に法利争含ると 指
財お人法にめお等 導

イ

に等
等る。

算すす

守本命考わ命 指
庁点来随委ら随 導

託い

代該も

がにる

事
業て

わのかあ

項
務、

ら、かっ

》

変書ら。に人

ず請わた

契徴徴る費

更をず係件

をすし定価

約取取予単

っきい格適

行べて価の

いあい積や

てでなの用

約遡り要業
なるも算業

事
書及取事務

と法せ

項
のさ得項内

さ人を

》

非っ取せしが容

れと行

変

い営て扱てた記に

て

品さ更

る利いいい物載

おものれが

に法るにる

にのいの取て生

も人も

た

かよがて、扱いじ

か

ないに

わるあ、委いな

約料どもも

ら見っ契託

人おたそか
、。

ず積た

産いと 事
台て非にい見れら 項
帳、営対て積が、 》
附利し見りあ行
、な

属株法て積以りわ

るの公い

図式人営も下

の法適見平も

面会と利

成な競人正積性の

作社

欠あ

業ど争同なりをで

潤強くる

務のは士利を

営競をいここ

委営、の

舎検競契員ず契

託利

事
の業争に会、を 項
清務入よの審行 》

議にて

掃の札り審議っ

託付うを付い

業委に行

こも

や契す場要する

務

きはるとの

医約べ合す

あ

機おも、になが

療に

名か、っ

器いの指もく

保、特選か特た

のてを

のるあ

性すが

替当の

。

一
もて。

いした

なとっ
て

とし
る契

あ随
で者
の

業、
託は
委て
っ

」い
き

予を
る容
係内
に務

務業

こ処

の精
格に

価分
定十

め

書う努

約よに

契の理
のい

取とま

のこて

等な
つよす

にいま

いなり

扱

見うめ
よ努

て、
いう。

り

わとい

合こま

積なて
よ。

当いす

になま

せの

適

、な
は正

て適
っう

た

契後事

託今な

委、正
は

に

指の理

のこ処

約、務
こて

者なめ

業う努

名よ
考のい

選とま

の

一
六
（
措
一

た切
当適
にて

算し
積査

、務
後事

今な
、正
は適

のに
こ理

、処
後務

今事

。

たよす

当いま

になり

て、
っう

六
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定て財判築契年
計
住 め行務断建物約設

取、
宅 るう規を築のの
都 要こ則す物設

道 公 報

イ
争地 検
地入

託め運必

討
方札
方 し業る用要

事
公が
自 か務こ基が

項治 しにと準あ

号外第

ア
建審準せ運るを 検
共設議則、用こ定 討
同工会」資基とめ 事
企事がに格準か運 項

号

っ

必、あ

にりが

務よの

に」の認、国

要積

月 最に特め一の八 もつ例る者取日

項約契い

適い条契随扱

てはをでに

して
のるるい

い、そすきお

る財金

知きさは

と務他ととて

認規曜 め則事」れ、

日

匠 市

件とのるの計扱意

に等 部

にが運際設・い
理つの 長

該で用の計監
託業い創 決

当き方基委
を業務て造 定

す、針準
個定務に」性 ）

る道で

合お々めは係に に

場に

み

にい具て、る平富 よ

限て体い委成り

。

っはのる建託２、、

年か約理適

、
にます業平切

共原 》

制。団則
法 、つなのる

計て活定体で
施 設いく

契り
令 及は用にのあ

行

運てい約、
第 び、しつ

工
事用いては随
一契の

監基る検、意条

をです般約２

理準の討

た
、

委定、る競はに

の

定準、をら用

随お、
に

業の 》

道て

体場め拠結定、し

方るにい

の合たし成め

活に、

い。

用は共構法こおる

員をにて

に、同成等と

い央業数明なは

つ中企

して基

て建体、示っ、

業用合たい準

は設運組

。

な算た

設企り
同い

、

誤な
をと

数大
工過

人が
にも

とる
こい

たて
っっ

事
な

に２事

月すたる務成な

こ建当係年務

以る、に

宅理

のと築たる住処

降

のて託都に

起と物っ委

め

決ま設は契市努

工し

建の長て

定し計、約部

上。務築取決ま

書た業
のい）り

に委物扱定い

い業
いを設ににま

お託

の該定

約当選

契て者

意

に

にを由

由拠理

理根の
てて

てしい

い記つ

つ明

計業ま

決ま、

、いは

は

事扱
工取

びの。

及体す

託て
委い
のつ
理に
監い

に
理

処
務

に討
務検
業、

エ

。
す
ま
り
い
ま
て
め

努

に定、審

施定定判用定

。

て随計つ基す

生の委

ら契管てき

明意・いづ
、

検 つ度間がお能い

討

定す平

いな事、いでて

書。成

上ま
ウ
務的 検

委工

ばを針るる

討 な明のこ。

て意明書

共ま
るて
係し

本るい契らに

財用基す 要意て
務し実

た託基に医査

契と契は

の費

保めはづ要師会

活

各実た意用

護の、きし

合

に介町施費見の

法要

ては費計

基護村し用書

く態支い、用額

づ状と

問びな

介等庁る訪及と

審と、調介り

護の長が

認覚

助査の審査護、

扶
実判協査費

事 て技業民てあ検

項 は術者間もり討

》

務実る

非をを事業、す

す託者を施必

営要委業

領が

法る対は履要要

利

者一すのあ

人工象、行

。

、のと般る見る

を事
て工とし

特場し的こ直
可つ

ではい事がに

殊合

森託事
高民るに

事
林実に

らら根と

項
土施係

なか拠に

》

す項い木要る

いに条つ

」場

由るをて工領現

理

国討等に技

やと、検事

業

者もにすのお術

業と

必場て務

選に準る現い

の運整要技、委

定、じ

業般に

理用備が術一託

設共る約かお
由方すあ

設計同がのとい

規て施
る計を企、理なて

則い
用。の受業他由っ随

運

い契

方委託体のにて意

成当な約

針託しと構該

企者員すいに

の業た一

例に業随にるのよ

特務

、な

条おを契つかでら

てう決け

項い代をいど

とっ随か定れ

をて表行

るをこ

約す約、

、

適、

た

的きっし

目と行う

の
条る項

がのい条

物」て
い

のを、な

殊項がが

特
におめ

術とにた

技も道

らい

用かま

必随い、

を

へ項定ま

村定算り

町算
つを

業に拠。

の目根す

託て確

委い明

務

一 に通に七 つ知で（ きしき措 ま、る一

と
事者。

間象た

民対し
、
般う

一よ
がる
者な
業

事
お扱
に取

事の
工そ

的

土当管

林に工

森施施
実

業

事て託

工っ委

木た理

現実

の、務

等は

よ

術林領

技産要

場水施

し平七 て成う） に は

てを
いい

費度て

、年し

を

業務」
託ま

委め
も改

工し

託負定

委請制

務部
、

の
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導
化お上こ

り

事
学い、れ

契

項 約
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－公達がけか

５

備共手適れか 指
品団続用ばわ

３

摘
の体のさなら 事
購の特れらず

そ

項 の

道 公 報

オ
うるのをも検要 検
保職た検全検査が 討
健員め査く査のあ 事
所の、を取のある 項

号外第

必

はて等町き欠象算る
根要

、いが村、いと定
る拠が

協る明ご各てす

議が示と支い

号

平
成書調 十に医査 三よ師費 年りの用 六機て随ら 》 を

の２契２

行富器、意の
をは

て野分者約者

っ良
る峰清よ締、

い緑解に
に見し器

も高掃る結機
い販

が学係積ての

の等
っ）契わる売

あ校る合

、な、

指履ない

のうま

入物例 》

調割

の契品を一い分

他

又め競達し

契約等定般
約指

おはる争契て

約に
て定令札で名

い特政入
のよる争

、役」にあ競

務
定なも札

地の規らに入

対り。

備のに
こ理

方調

に放着委り 》

わとに

お射用託扱象方

被たてなしつ

い線しし

いて

放爆フいいてい

て

ルが間る検

射線ィる期

す

ををム、にこ討

線量

射いかる

取測バ放つと

扱すチ線てら必

り定ッ

保爆内いし

被のなま
、

る

の、さの庁る経をあ
確。

上費れ費間こ費明

かをに

決用て用にと等

定いら明す

定のい算お

象いにて、示る

す対な

う

ことこ統も委すよ

る

料な検

とすと一統託る

を性のど討

とるか性一

費各欠を対、す

さ経ら

定意及
れ

月め見び 八て書介 日

審

。は定

る用認

い費護
額査

定

金

訪費
、会

曜問用

日

のす

業能とま

名行こり
よ

選十い

のをな。

者力
し切

当査適

に調う

考分
は後行

て今執

っ、な

た

て

のうめ

品よ努

、、に

のり

契とい

入こま

購な
たよ。

当いす

になま

約

期た

、な
は正
て適
っう

改の

所量を間。

健線容

ッ検し査

エ定善検

の測
ッ支

スにエを

ク査、料

務まスわ

業きク払

線つ
務こ

係て業い

にし線な

よて

手のめ

相こ努

るは

ア

方

式用さ用が 指
行に知料れ許あ 導

イ
、処
後務
今事

土用員も 指
来地の用の

て図

摘

射契行と

放、をと

いら

ア
線約わし

用度川牧構連 指
苫地に地関想携 摘

イ財－
６

６

完成少を産１ 指
工成検額行に 導

の、可っ

理らい

代おて

政準事 事
財拠に改ま簿た 項
産し対定たに。 》

るに使録

のてす」、記
許れ

用成審関用さ

使作
可て請る可て

許し査す
」項内な

書い求条のい
がも

標いやが容い

をな
準た省

案のが

、
様め使略使の

客で 事
用あ内駐あ

るれ

項
のる表車っ

がて

》

。

依な駐に示場た

、い

場かなし

然い車ももと

しとかくて

と。

らも用見

てしわ、使北

有て

ぱて健

効経借ずっし保

部し来らい所

活済用、

」を
が）た客職る）

用

小とお区連 事
牧しい道住等図 項
東てて有宅にり 》

地づ効

部、取地団基有

和しつ地き活

工昭得に
たい区、用

業
団

効係促

地年早て有関の

か地、活機進

の度来は

連ら区用関に

関

・苫基と努 住

っ係公

宅年鵡小本のめ

事し査工 事
請たを事てる有 項
負と行でい事財 》

なるい

契きわあな項産

れとの

に、けこも

約は
などあ

い査ばなが

お検
ならた

、をらかっ

て員
完が査

事めい検。

工定

業の

者、も

業ずる

、

が

業選っ

該のあ

当者が

で
接切
直適

をに。

務定た

管務
録事

てい
っ欠
行を

産当に

財に理

政理処

行

ま

許てて

用っめ

使た努
式ま

務様り

事、い

可は

い

財的ま
目て

びにす

及

たす

管っま

の沿り

産に
た管
当な

に正
等適。

理

開討り活

はび
て及
っ理

たに

早や催をまま動

議
よい。、努

来早に行す
業て

鵡町り、企め

・来
地有地効等ま

川道、有
に用対り

区地域活にい
るす

有効密のすま

道有
有用し進情。

地活着促

少、処
後務

効検たに報

め

事よ努

工のに

額こ理
とい

成こま

完なて

のう
当いす

になま

査のり

検
たよ。

一
八
（
措
一

な
の正
簿適

用い
使従。

め
使努

のに
そ用
、使

記

会ラめ供

活討プ努提

用

推議ンてや

用
進等のま

は正
て適

っう

会の検い 今事
、な

八
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品性十と入さ 事
の、分さしれ

物

項 品

道 公 報

エ
法いさ 指
河になれ

分成

導
川基いて

しし

事
のづにい

てて

項 いい

号外第

ウ
め録増て 指
公、し築い

が

導
有公な及な

あ

事
財有けびい

っ

項 た

号

イ
動記 指
建産や 導
物登滅 事
の記失 項

オ由で 》 い。月

もイも高 植

八 ルな価 物

日

購、の 伝 がのく格 遺 の

に常の 源 件入通も 資 １

当のを セ 、

金 ンた品購 タり質入曜 ー、よし ）

日

数検れたて

物うめ
よ努

購 》

のい品り

入量討て備お
梱有

つ時上るが、

に、
て、計、包効

い期、が
的成れ用

は予画平さ活
ま図

目等に８たが

、算
、つう度まら

的に行年

物要にな蓄を

必理備用

占くもる 》

かの

いい有許かも

なな
のの可のわが

もも許可
お続ずっ

、がに手らあ
継。

属っいが、た

附あ

使

面。、わ続

図たて行
にはた

作川て用

を河れ

れ工も

河よ努な更。

の

産財 》

台な物、

の産ば作の

。

にな新物

切帳らの建

適
要がの工

管必い設と

な
項建録物

を事、登作

理
登のし区

うを物をを

行
公な正ない

行要適行

た

取法登
ない

》

っ

廃づ行

や基を

得に記
権な

伴有い

に所て

棄く
不登の

、存も

て保い

っ

こま

品なて

公基す
にま

になま

入がり

購とい

の
て適
っう
たよ。

当いす

施図

後品
今物
、な
は正

の等め、設り

品性努お
ま該にし

購をて当内ま
え。

に分い物据た

入十

い

た検まに置

当にり品
使

てし。きて

っ討すつ

切てし

、適し用

は、ま

川うめお新

のなは、

そ

用こま更請

占なて、申

可がり手を

許とい新書

当いす未出

になま続提
よ

っうのる

たよ。了す

な者指

は正用う

て適占

有登なおま

今事に導

、

た

、し財録事、し

おま

図処該。

当た産や務当
に帳

登記面理台

該。の

めに

に管の努等

記録等
まい

いに備てつ

つ理整
りは

はた速いて

て当を

づ。
手てかま、

、っや

事
登な

の正
産適

財き
有

努
っに
た理
当処
に務
記

に
こ入
、購

、て
はめ
て

エ
の

貸 指
北付

与財やい

導

種効

目事、有

し務不も

ウ

と処子活

的務

指
委

効がて供ない

導

後務対し

率、、用いな

アイ

こ理てし

、処しま
指 すのこ附た 指

物 導 寄る承う物。 導

き、行。備

続はにす整

ウ

、

を必いを

ケにー必たてっ 指
平ーつル要こた 摘 い
たて

等り
令い
法ま

い

海す

こ

事
道る

て規用の

項
職被

い則のが

》

物基定っ員服

るに決あ
続。服つ

品づ手た被に

行付て

更物が貸い

のく
れ程耐

時のわ規、

新品
いよ年

お納てに用

に返

託
、

て続なり数

い手

事
契

的原管しこい

項
約

に動理てとも

》

りらがに

使機地おかの

し自移、、あ基

用付内

率たい

な転動一効っづ

のと管的。て

け車用括
さ使託

ば管し理に受

れ

に

らに各れ用者

な理て
いにいて供

なお科てし

品
い

事 附と認し品 事

は 項 にきをたを 項

、 》 よは受手使 》

ながしの

り、け続用そ

い的

品らけさて目

物あ
取じばなるに

をかれれ
らまのじ

得めないも応

あ最

よ務なまがて

し総
と長が寄っも

う部い、

成シいさ性と。

、

事

ョてれもか
る

項も

年ン、てなら 》

バ不
が 度シ購いく、

の

テ時ソー経
１ にス入る

な、

入ムにフジ済件

購
し用既トョ

たのにをン支釧

コパイ、ア出路

ミソン特ッと支
あ）

ュコス段プな庁 円

かも
とる

ニントのしっ

不、
、が
らの

帯 経

広 済

土 な

木

な所 っ
と業 あ

出現 円
支

被服

当不に被

。 っ） た

の付

っ決め服貸

た用努

与程

は手ま貸規

て定て

当基

今をりにに

、続い

、うすたづ

後行ま

一 当等。っき九 該、て適（ 物適は正措 品正、な一

努者

しに託

括用受

一使
すま与

理て供

管めに

て

る

式まい

方りて

るいし

原

後務

め品

改。物

にす

のに機

品こ理動

物、処

転

附うめ自

寄よ努付

の
といの

けこま車

受なて

に

になま理

れのり管

入

内性ま

たよ。当

当いす

案ま

ソを勘り

パ容をい

ソ把上。

ン分のす

コ十
な

の、切

トし適

フ握、
目処

にの務

入入事

購購

のな北事

当

九 返事海務）

員に

手処職理

納務道処

時

率新

効更

、の
、
続理

て

て適っ

っうた
なに

的

的理

今事、

、なは

は正

は必め

てび努

っ及に

た
、要て



ケ
きがが 指
劇安、一

にし一

導
物全受致

もく致

事
に管払し

か多し

項 かいて
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ク
度扱の 指
郵へ要６

い支

導
便の領分

で出

事
切繰にの

発と

項 注な

道 公 報

キ
のか 指
印一か

光限由いあ

導
刷部わ

用と、まっ

事 し配また

物がら 項 て布多。

号外第

オカ
る 指 本のの 指

購こ 導 海来経が 導

入と 事 外、費あ 事

物が 項 研私をっ 項

号

平
成を新支 十３た出 三年にと 年と購な 六つ理簿て 》

らのないをとい

わもい

な量い

ずやいてし計な

受の、け確も

、、もは

しや

れ払が法れ認の

そ

っ等なた薬

に簿あ令ば

庫

べ現たにら現品

比と

づい量以

て物。基な在

越よ１

劇定理
の管

著が

手 》

、範

たてのはりの

しっ
とる理物通囲

こい管、
お購、と

かもに品常内
間れ

、がい入年さ

らの
経っ、事使て

不あて等
年取量る

済た翌務用い

。郵用ま

他た使て

な。

の既ず
なの

》

当及に購に、

冊、先量

在入

を該び購入存購

子

量しおし数

、時数入に

を

度にをていて量

年期

る、な変

末購明いてい

納すにも配い更

を入確

先もな

入るしの付にし
布購

指努配品

期理なが

品基
導め配

》 修費、た 》

購費当と

ので公。は本

す支年れ

に入で該さ

際
きし内い

用べ出度て

使
声い使が

る音てにる

す
書もす観

め辞る用、

た
物をて消よ

討めの

、
に

す入っ 月べして 八きたい 日

が

ろかの

ことも

とこる

２不あ

をら

金

と済た

年経っ

曜

、
しな。

日

とめ

のる努

物めに

め
努

当にい

にろま

理こて

管

。

て、す

っいま

た従り

枚い

係も
関と
、後
は今

をま

、設切数り

お施便
慮。

刷への考す

印等手

しにた

の布入し

物配購
的

に有た画

部、当計

余
使は執

きにてな

つ効っ

をて布先入
し用、行

ま

底い要に務

徹まを等事

るまるい努

すりすつに

と。件十て

とす物てめ
査り

に購精い

もの分ま

正当、す

適にしま

、入

な

品十ま耗う
なた適。

と

購にりのこ

の分い品
な

にうす入の

入行ま購
たよ

たど当い

当な。に

はなて、

て切っう

っ適

今課

必務、求

、事は請

厳

。
す
ま

り
い

ま
て

要処

イ

等な
令重
法

てしでリ携要 指
公、たのーをと 導

、め

はま後努

てし今に

にて持来要械費た

、し

端機ス管しなにの。

先

、

には物

行てな

執っ正

にを管工－ア

７

７

指
漁

お記理事１

導

、へ

性理後等

い録が技

経が－
６

検努この

のに

契価ら

借 指
上

コ約に、済あ３

導 ピを購そ的る

検 外

討

園前こ間ス図な

に

事
内年と、しっっ 項
ト度か仮ててた 》

るれの

イ工ら設いいも

で新イがばが

レ事、ト

リっ

建旧築レ、、あ

の

イ必工ーた

替トトが両
料

事レレ要事ス。

工イ
撤成しのは

にを完と間

場よ安

い去まて連不

お

作行合りい

に械ロ理て

行プ業っは行階

あのー

と

灯きをはて、っ段

る

舶いす

台来設通お船て

徒、にるべ

のが置常り

要て歩機取こき

維必し

の

管でいに械りとも

持

けらが

理あるよ作付か

行がた、あ

のるがり業

し維き必機工っ

たと、

港
め

事
修

てし十術実

項
築

、な分に施

》

れなる画工

債けで係計

なも項に

管ばい事事

権

て

にながい

簿らのお

理
、た防

要がっ、

必いあ

公
項録堤

事記。波

な

事
宅

－行入のな。債

項
の

用うし事購権

》

といをに敷

紙こて例入
考いに

購にる参つ金

の

る

にり例にて係

入よ事
前ある討債

お従がす検
どるの

てよるなす権

い

理

単もとし必管

、りこ
、

価安かて要

事 保

項 管

》

っ
あ

が
の

も
る
い
て
れ
さ

す

工う、ま

よしり

。
た

実と的

のこ済。

事な経
と

当い程

にな工

施のな
施よ

て実る

っうな

たよ

にい
等ま
件て

、計う

は

、
し
意。

留す
分ま

十り

務なを工

事備

な
的

済
経

ま実

理、いの

処お行事

め管た計

努該し施

に当
いに当

ま簿に

て理。画

し

すまて

まきっ

りつた

の

ピ経購権

コ、、債

後
かる理

用的す管

ー済入

た

購効う当

のつよに

紙
なてて

に的めっ

入率努

ま算い、

き予まは

つ

二
〇
（
措
二

ま

、にて

後等め

今画努

め
努

に
算
積

の意い

こ留

条

、計

は設

て、

。しは

適

て行まり

し執りよ

整 今慮な

、考。切

はにす

〇
）
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き

事出流塗礫一現べ

エ

状も

鉱に水水装に部場
腐況の

害おに接をよに

防いよ触施っ

号外第

指 をでの間路掘と

導 確復路に盤削な

事 保旧盤な材、っ

項 すし材ら料埋た

号

ウ
工車 指
３事道 導
かのを 事
年基掘 項

学いる 項 件月 校て破 》 の八 検の、損日

ンの

が内ラ止

討屋グ防

で館かめ

分育ドた

十体

金

い築の窓

な改ら、

曜 も工飛ガ

日

防

２

設討す
検ま

あ

止てる部して蝕をが
認っ

の、腐にて底が確
らした

た鉱蝕タい面見
のれ、。

め滓をーる部

エ、塗る工

のか防ルが

ら止
のすポ流装こ法
か検

板酸るキ下がとを

る落ら討

柵性たシす剥

、脂砂し、す

渠のめ樹

事が実必備す１

、

工流
当で洗施な要と。実

》

用しの

るて料なを戻も

る用っいがが

たいをか

要っ

、がいたた必あ

め

いのとにた

仮、てもこ
り

ののれをかな。

設そ
、二仮、不

路際ば、ら
のの済

材正度設そ経

盤

計礎削
料規手

》

年

ス工次

の施、

画のし
、で

シいま

ー伴度

ノに
ーの道

タ設車

ル既の

ェ

に上
計の。

積れ注
流発

はな
て的
っ済

た経
当、

況め
状努
場に
現算
、積

成の工

実備平１止

等て

整事

排施上計

水記画
策度計実

路調の年備を

降に

含結定以画施

を査
ま、

辺踏り

周をよ

む果

の一的

場、画

積え計

堆
成

該あ掘しおな併施平

工りさた、区せ計

事、れもそ間て画

は当てのので対年
定

、該いで上あ策予度

、事）

平箇たあ流り工

めまに今を

成所たり部

は

排、施

年、、すも後実

のに先水そし

度特優。
にの区ま

鉱著的路のて

分め

に十努

算にに

害し

てしい

っ意ま

た留て

当

。

全済す

、経ま

は、り

をま

程効
工つ
のか
体的

エ

分り
十い

変いとつ 指

の整害

査の鉱

調連な

に

間い

条要っ結見算掘当

止水事備のり

防く工整

ウ

工路をが整ま

指

イ

ト見のをよかた ネ 指

のな
そ的
や率

管吊防上

農更る思い

ラる窓っ

導
道にがわて

算

事
工よ、れ検

出

項
事り工る討

し

》

ににて

いに農期のし

て

な

もいのも、い

たお道
、長響期い

のて延影工
及変の

あ拡ををのも

が

あ

た設っぼ更が

っ大行

ブ込の部た
。計てすに

たロん際分り

件でたま

る、ッだにかの

かあ。

量

判が護ク設、ら水

ら

をロ透

断、岸施計ブ浸

し未工工

て水

て計事のしッし透

いのく量

仮上に際てク

い水る基る）

設のおの

路のて替が礎１を

道も

間少

がが、費、の時過

河
必あ連を積床

導
川

・込費盛りら。

事
改

トん用土必、

項
修

ラだはで然不

》

きにと工

フ設、巻的要

溝をン建埋な事

側計ト

したお

のしネて戻っに

いのいさもい

埋てルて

が、

しる露くれのて

戻

部業こあ現

費が出作る

ル
をこ分にとっ場

用、

ト 導
ン頂

ま吊り止の

事
ネ部

たり足用も

項
ルに

、足場安の

》

必ネあ工施

鉄場に全が

す

工設要ッっ事工

骨を

の。おる

事計なトたに
ン

おて業経いコ

にし作
るのが、ク

いい員費て

計ンー

、が墜未トリ

て

、でも

スがまた
単、落

あ

化ラ対が

強グもの

を
にした

ラドとっ

ガン象
て経

設し不

で面、。

ス
いいな

てなと

しい済

計

と切

計者適

設係、
関ど

の議務

時協事

更のな

変
期過理

工経処

二 のをに一 検文努（ 討書め措 ににて二

切

て経適

っな、

た要し
上算

現計積

、をな

は費
等よめ

況る努

状すに

場

ま

分係い

十関ま

をうて

路

知道

周。設

にす仮

員

び

な及

切上

適計

、の

し

設討
検

努量

に水

算透

積

っ経
た要
当必

に上
計の

場す
現上
、計

はを
て費

た等め

ま況努
状に

条る

り

費分い

全十ま

安にて
、。

上しす

計意ま

の留

当記ま

っな
た要
当必

に

一 た録い）

。

はなす

てるま

っすり のにす

討員ま

検職り

、

定

て算

めの
必知
上周。

関
等う

件よ
り当

いに

ま の
は費
て経

分職
十係
を

業上
作計
、
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工いし

導
種ト小処小

に切て

事 お土い
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アイ
指 床針なを 指

農 導 農」い行 導

林

掘

事 道にがっ 事法

号外第

ッ設権間取た基の

オも

交ど

漁ク計者、り。準

港製上と借

号

平
成
十指 っ 三導 た 年事 。 六整一籠こコ 項

備定マのン

。

》
事すト詰リ

工にッ中ク

お水施料ト

にるを材ー

い制工はを

て工す現
度

川一こで程

、のる地

経員ま

る職り

の部と取

工管割理割

発

項
事やりす経

い法る

》

仕のかコにる費

て面も

未

整上がらンしこが

、

産と計

形げあ発クてと

すー業さ上

すのっ生リ

用。るト廃れの

る費た

いの

要をコ桝棄ても

必

クどとるが

の計ンな物
す係い

の積と関ま

な上

海
状算産

項 のよ、て 項

岸

勾

》 横りこい 》

指も全 は 断設のた保 配

が設

渠し針の施 、 暗計

工なと
なっ事 道

事け異あ工 農

護 計
おばるたの 設

にれ
事

る指ら計岸

けな設。

地わお

農計後務工

設今

ヤ要用料しり

改作重借

い設

工ーなすのての

修

件場無な計

事ド条る有

し

お用で所ないを

にの

面をのて

い地あ、ども

、定が積書がい

て決る

でっい

ブは、、面あな

。

っ等行場す

ロ、地期

ブてを範次合

項 月》 八
日

金

曜

日

十知

材を周。

生費にす

に討適

用検、

活分し

の

算

っ計積

たてな

当し切
よめ

、る努

はすに

て上

経員ま

況に業る職り

必

。

工め棄費にす

や努廃

内まの十知

事て物を周

をり理検、

容い処分し

分す当し切

十まに討適
算

査っ計積

精。たてな

、処事
、はすに

して上

のに積

の準こ理の

道基
うめに

計とよ努算

設」
こまた

算整なて当

積の
のりて

当性といっ

に合
いす、

っチなまは

たの
クう後

はッよ。今

てェ

を度つ

ロは明囲年に

、

て

クヤし明以い

ッ、示
ド経ににも

製ーた確降
て用正

ヤの過し使適

作

決

ド置議ますな

ー位協
必等りブ定

の、書いる
すッ為

地要をまロ行

用

て

定積成。クを

決面作

す係い

と関ま

要う 、る努

用物用トても設

イ

な要うて

切必よめ

適

設 指

を適、

処ら工用た

、
道いな場

農行切現

のア
とそ基用 指

、あい

に、しが行

未発

オ

た間施るま

当期

機余クて 指

すラ、の計

にて適がも

書

た理るフ十が図

し処

再なっが

トを設の分あ

フ、と利検た明

ラし計
のをで

は新し用討。確
い

全いい可行な

、して
ラが性ても

てトる能っ

既つな

業フ、にいの

産

道工
棄使設いい

廃を

導
路に

理に法す。

事
拡お

す、にる

項
幅い

る同よこ

》

計事中が工て

設工ると
材能に既

との詰可事、
う用

てで料な伴設

し中
る籠しの用水

い、とも
再あ路で

がマてが水路

礎し
さト利っ移使

、ッ

高なの 導
潮る一部、

計生

事
対既部の残

上材

項
策設を埋り

のを

》

産

の効工ブコ戻を

も有

ック材業

が活事ロンし

っしおクリ料廃

あ用に

トし物

たていをーと棄

な、り法てと

。いて取
し工利て

い不壊枠再し

橋械掘リい

、

も要

導
梁掘をーる

あの

事
下削計トが

るが

項
部に上で、

があ

》

ン

こた工おし充コ

、っ

てそすク

の。事い、填
こー

費基、のるリ

経の

未岩均分とト

が礎平部
はと経 計盤

コさ費

い当
のののンれが

上部

て、さ

しが、

砕るで

破

ら 使

に

このり

る度割

す程小

用

要

さは必

とでる

と塊す

理て

にがまを整し

れ不

りら分をま

よ可いさ十

り

調かまに検行い

り能

現し、ま

査どす、討い
。

行か場て適す

をう。

、断お損に

い判に破切

水、て況理

用しい状処

と計ト写す

路設ものを

後
有今

のら
源か
資点
観

計
コ設
、査

用調
利は

効

周り

をにい

ダに
ト時
ス

材にしす

生分知ま

発十
用しり

活握よ

の把、。
な

た用的

当活済

にて経

よめ

はよ算

てる積

っす

い

ンと関ま

コ要うて

必
経員ま

リる職り

クす係
知

経を周。

ト費にす

ー
討適

計検、

の分し

費十
にし正

上

二
二
（
措
二

て反フ等よ

しにラ真る

使し状資改

再映ののう て
ンい
ウお

用て況料善

関努

、うに

う視
い目
と

況員ま

状職て

場係め

現

に

っ上算

た計積

当てな

、
はる努

てす

二
）
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書た設

討
安面能え

を。計

事 作基

号外第

イ
訳の記 指
仕書、載

処で明計

導
様のまし

理明示上

事 費示さの

号

ア
設 指
各副 導
種産

項

事

つる明す月 》 いペ確る八 てイによ日

て討

工トれ検

、ンさう

様ーなる

仕ビいす

事や

金

中のの要

のズい必

曜

、、

で量でが

日

標
容に

内理

項
示

なで要

》

かる事

たらあ工

い明が
るけ

設すお

、に。に

め
や検イ

領うラ

要よる

計
植る渠断め

運討ン

力た
栽必工平面、運工

林の 項
改設や必

成準

》

下断

て明良計地要

しが

なで事お水面

い確工に
おて排が

いなにいの積
機確

のもけ、水明

もい

な

あ排水能に

がのる雨
下いす

地す生

っ水のを

書内たて

保

項
と容、い

にすれも

》

おが設が施な

つるての

てとらあ計一工い

いこ

必の

はとずっ図致にも

工て要や

、さ、た、し

て理事いな特

特れ処。

項仕

仕い費予な事記

記

未内もを様

様るも算い
り

処度そい十よ

、
書が

工物
理にのり設分

項
事の 》

発や
て法

い方
お理

に処
て

い
建、

る先
す理

生処

い
にま

分て
十め

を努

建

り
よ。
、す
しま
認り

確

要に成の平用事
な
切
適

基成）仕

に
当がよ

」様 たある年準

一の

っり排度が年の書

確月部作

て、水で明４

理、とにを成

はそ処は

植方が地な改に

、の

した

栽法必下っ治正当

い技まっ

環と要水て山

す排な術して

境しでの

件明。除か基たは

条て

がと

林位合こ

安水場る

工いくあ

良高多が

改の
合植、

事場、り
によ

栽降木の

植や栽こ

おが腐な

に等根う

）雨

他結ま計に適

い滞病箇

認な

の府果す図確切

費
の基のす事

計県に。書
成よ処

に状づ作る務

上

に

いや適にう理

つ況き
事なた係努

て工切当関
て員て

、の積っ職め

は

い

成体にはにま

平実算
を努、周

の仕
物記

産特
副、

設は
及示
法明
方に
理書
処様

ウ

処
務
事

理と
処る
びす

やっ準。、
らたトた水

説後

整や排た解今

を渠
イウ

、

え暗水た

用 指 生工付 指

発の

はしがで

て水等所

単るにと掛のい

ア

、や

て容しま

・調め内知り

査

７

、。

年しまを、す

３
－

指

にも
先と

よい設いる過

もまで

に結に

ウ

、
つに

ッ、ッのた施
管 バがラ

外す
床 ク工クが、工

の

のレっ構る
掘 ホ費クあ

で高ーた工こ
を ウ
投いン。事と

内使おし の

入堤をにと

てい ッ

能地用いて バ

可

が

あらて、る ク

でかし

河の

、

っのい排ホ

導 農を時け 導

川客 事 道張期で 事

工土 項 工芝かも 項

事を 》 事でら十 》

費なお築

に積工分に、
て管

いしのもい堤

お算
、いいが、理

てて安の
子っ防道

法る種あ堤用
岸か

の、吹た護路

面が

埋たは」高た

植施き。

転 戻戻めをいも

と な 埋

さ
れ 圧 土歩に盛適の
あ て で の掛強土用盛が
歩っ い 締 歩」い歩す土
き掛た る め 掛、締掛べ

をと」。 が 固 に地固」

力を適こを 、 め つ耐め

てを行用ろ適 る
い

合戻

は持うすを用 場埋
こ歩費て

、た場る工し

簡はせ合

導 りる計の必積大

事 設が変で要算積

項 計、更、が算

》

し確るな

変取を明あと

すて

すいてに。っ

更扱

よる

こ不なるい

るがい
検の

と確事うも

と明い
め多す

れたが討

さな例

調

礫いに地

石つ果現
て

、いを

去はづ査

除て基
、

に前積い

事事て行

工
量、の

け測しそ

おの算
に

礫査注果

含調発結

る

ま

に職て

等係め

率の後

知ま

留周り

分にい

十員
歩経

た、。

ししす

意

二 掛済三 を的（ 適な措 用設二

ッ機

工状努バ業

のに作
ホの

のをてク械

事況め

や用

算確いウ適

積的ま

ラ当

当把まトに

ににり

クっ

っし。ッた

た握す

、切レは

は適クて

て、

を周す

歩費にま

経員り

検、

適分し

の十知。

掛
たて的

当し済

に討経

用

に

はす算

て上積

っ計な

降

石の以。

そ日す

、る

をの

去い注

除扱発

礫取
設にか

の確事

事明工

工

し

更平用

変、適

計しら

す計

に成

三 る積）

今なー、
関努
うに

よ算

ど状

、務な場

後事ン現 め

必よ努

場理の況

現処

職い

す係ま

と関て

要う

て

る

当

ま

て月り

っ４い

た年ま

、
は１



イ
の 指
急小

場のき掛

導
傾段

の歩とを

事 中掛こ適

北 海

ア
指
漁

冬がま計も過

導
港

期、た上の少

事 保対、しが積

道 公 報

オカ
ク 指
建リ

てを掘にが

導
築ー

暗、計削運あ

事 渠必上土搬っ

号外第

エ

指 ッ及っ連に

導

指
農クびたま結計

事

導
道の数。たブ上 事

号

平
成
十工使 三費用 年のす 六斜部 項

地に

間はろ用

》

壁建、た工排

止、をし
費のにト

コ設工も事水
いフ

ク掛のがおラ

ン歩
ー適いってを

リを安あ
港。斜置

ト用漁た、設

職りに

設べ歩面す

打す

改
経員ま歩十

る

項
修

温象気てあ算

》

るたな工

料期温いっと

算外よが。っ事

加間に
強対いお

をのる、てに

もて

上の度象るい

計も
てあ正温の、

しが補気

るたをの揚

いっ費外船

工ト
十ま歩

にり
。

項
事の

排要しを捨た

》

土とに冬

水のた盛土。

事いのにしお期

工なも

のが流てい打

上、込

掘すあ用計てち

取たてし鉄み

削きっし

コ伴

にり。いた筋に

工

たののンう

お費まるも

事てコに

工め温

、

い」
設

項 工取量、ロし

》

項
事外を上ッた 》

っ道のの

にし誤水クも
材あ

い復て工資が

お、
、布るに単っ

て元い事

のいを。

連設もお価た

あ、重

ブ単がて二

結の

べ

工うす。

よ化す

ロ価

安 月いき 八大も 日

クた
ッっ

バあ
模が

規の

金

ウ
ホ。

曜を

日

を周。り留

費にす掛分
用て

分し適し

十知の意

し切当要

討適に必

検、

てる

計積っす

てなたと

る努、費

すには経

上算

留。り

分す掛
よめ現を

切当

適に

、用

し適

意の

努、

には

算て

積っ

なた

いクる

計内まンよ
め必

まー度

当をりリ強

に容
。工正

っ分すト補

た十
、しのつ

は査事に

て精

保は

後適期て

今、冬い

場積料施

現な温、

、切

適

積とど

のこな

事なる
よ積

当いな

にな切

算の
は計努

て設に

っう算

た

計

後審ま

今のて

、書め

い件す

関ま条上

うて場

係

のア
発同 指

オカ

いす

まと

て要
上仮 量 指

び時

状算及工

に汚搬っ

エ

や努気期

況に

指 埋械埋械 指

強ま

こをり

、査い

かも

ウ

の

法運い高積 指

道注種

るで現け

導
路しの

の設

事
改て工

も費

項
良い事

のの

》
事工随

あ扱工るを

が取

おと契

たがに事意

っい
でて算に

切い積約

。適

が発

い既系り

な、体よ

上の

もに

導
記適

下お泥すた

事
の用

水いをる。

項
ほ誤

道て産経

》

継杭廃がかり

中、業費
物計歩必

ポ打棄未、や
、経

プ際処上掛要

ンの
新発場も単費

場に理の
でが、未

設生まの価の

事る運あ数計

工す

導 ス戻は戻で 導 るの

事 ノし埋し積 事 工が

項 ー工戻幅算 項 程あ

》 シにしをし 》

も

したェお幅誤た

とっ

てよ、の

な。ルいにり
費あ

れー、り工が

けタ

な礎用なのっ

ば基使異
るがい。

ら工する安た

たく込
いの機、機

な事

砂面搬 導
防を捨が、、

れ

事
工機土、掘運

ば

項
事械と現削搬

な

》

置土

なのにい場、捨

ら

り作状きと

い魚ようの

う

の工掘業況土い

も道

程、置経

がに削工は、

っい積と法き費

あお、

がのか

たて込し面土の

め工の

た施場
。、、て

ら

削こか

掘る況

、す状
て力

埋し人

びとは

及と
機がら

をるよ

しいに

戻

め随にを

努整訂

械、な

っ職

ま契た係

て意当関

まおはに

りにて員

い約
木に

。る土分

すけ、十

設積し

仮事知

通工周

共

運にる努設容

件すに内

うてに確

搬十よめ計の
たを

費留関ま当認

経分
計し職りっ十

の意係い
にすはに

上、員まて分
現い

当要周。、行

に必

状適

っすし場、

たと知

設て員ま

し職り

てる、

と知

に要周。

計必にす

て経適

っる、

たすし

当

算

内計積

、をな

は費切

係い

検関ま

をすに

容上

にて員ま

計し職り

設討
と知

た要周。

当必にす

、経適

はる、

てすし

っ

努

工計積

業をな

作費切

り
係い
関ま
うて

よめ
る

周。
にす
員ま

職

二知 四し （、 措適 二

な

経領切

諸要適

費算、 は経適況切

調改積

費の

現をな検積

、費切のな

条上算やに

場計積討算 ま

にうて

分よめ

十る努

すに

程上算

認係い

確関

にうて

分よめ

十る努

を

切 四な ）

に
算
積



平
成 オ十 指 体工生 指三 導 道コと費 導年 事 路ンなが 事六

北 海

エ
事対れ計 指
一を策ば上

レのが

導
般施かなの

ー分あ

事 ン解っ

道 公 報

ウ
間台設 指
橋で計

せへ転上

導
梁右と

の ず転用の

事鋼 に用にも

号外第

イ
お区な 指
河い間大

設い整

導
川てに型

費るし

事 のとて

号

す９

す度整成

注複調平

る合

項 のクっ未 項月 》 橋リて計 》八 梁ーい上日

、の

事のがも

工トるの

いがのあ

お設そが

に打

金

、期寒た

て冬防っ

曜 躯施養。

日

車工ららも

冬て計
っの

項
両す交なの

を、た

》

岸立をる通いが

対組。

理、っ

へ費通場整があ

未さは員そた

移が行合
置経

さ計せ、をの。

動
るのが通か費

せ上な交
工全け未

たもら安なが

上岸し

交場積
現な

めの

項
部及て

桁 、す必の

》

なあ工びい

を 第る要が

区計小っ事左る

ト 一設

、

ッ 間と運たに岸が

ラ
いらト

ク かし搬。おか

第い費て架ラ ク らて経

すク ー 二るが、設ッ レ

、計径るク ン 区が未２

間

局、分土

仮応知
に周

項
部工けの

調こい

》

ををい改区、う

整ろな

第切工

す、も良を締を

用が事一工区

る適の工

しと

とをあの、とご

こ

た岸二てに

に誤っ護第

上

っ、。工の必計

なり

仮応知
に周

て調に２要

とか

合にこ度

場いる年

期てなは

工っとら

、よ
いて

び通て全

及共っ、

の費が通

間設た共

区仮

に

期は上

に
算

重を、仮

時て

に工め

工施努

施、
仮留り

るにい

け期ま

お
必
の、。

費しす

設意ま

努

整況に

通状算

上要
計

内ま

の事て

員工め

備や
当十ま

にをり

置容い

配
はし
て査
っ精。

た分す

切

の経適

費た、

設じし
上算

に計積

上をな

計費
てよめ

っる努

たすに

当

し

現係い

、関ま

はうて

費切

の経適

費た、

設じ
当上算

に計積

上をな

計

て

てよめ

っる努

たすに

め
努

現係い

、関ま

はう

経
にな

。
す
ま
り

い
ま

て

た費
当

指

切
今適
、、

月間理正の

ウ

、
後

指

場職り

え対諸場費るが

イ
。

況にす

状員ま
けに 指

状員ま

場職り

管とてし

。

況にす

キのア
指 やっ諸 指 期にっ

カ

導 １に費すも

事 日ま率るの

項 かたをこが

》

３る％がっ

らが２とあ

合範き。

月場のでた

で、

まは内が

日に囲る

冬場期計

の現冬未

で、

各
期管補上

導
種

る応経合率があ

事
工

場す費にを、っ

項
事

合る率は適誤た

》

すてに

に建を、用っ。

と用てる逆お

は築適全

適て

全土し建こにい

、

そ工と用、

体木、築と

期

工れれ事さし工

純そ

諸てもが

事ぞ以のれた

費れ下

にのの経いの

建る 導
築諸
係 理に工た

事
と経
る 費積種も

項
土費
純 率算別の

》

べ純あ木の
工 はすのが

定
費 体き工っと算

事 全

費。合は
が のと事たの

純こ
工ろご併、

に事木円

事をと工土万
事超

を誤積に工を

費、

施
もっ算お

導 上必た経 導

設 事 記要。費 事

展 項 の経の 項

示 》 ほ費取 》

がに

、未い事

かの扱工

のの切い

量上適お

数計

い現

用のな、

適もでて

農間、た

りあも場

誤が

事し費

工、雪

道で除。
上

い降計

おも未

にかが
あの

工でも

、地の

て雪

施す積

冬のあ

がるが

期

め

期う努

時よに

工る算
員い

慮職ま

考係て

を関
必にり

し

二 要周ま五 と知す（ すし。措 る、二

費

。理

す管

ま場

り現

い なっ係

当
に
正

補
期

冬
の

、に

務併は員

事合て職

にに容知

理事内周

処工
認適

めけ確、

努おのし

い経十な

ま諸を切

てる

のま

まのに算

り費分積

をの

事実。費

工充す経

に適に

計り算

設図積

の

て

っ積っ

たなた

当切当

計り

、努、

はには

て算

。

期、しす

冬後上ま

今
な

るの切

係雪適

に除、
調・

のを計

事績設

工実
当、に

にし算

算査積

積

経よ五 費り）

は
て

っ
た

上な
計切

を適 め

。用う努

す適行に

、

め今

た関ま

当うて

によ

審い適

、ま、

後て後

今

て

っ要め

た必努

査り切 、をい

は費ま

て経



ク
や 指
上必

全場工と

導
記要

線管事し

事 か理全て

北 海

キ
車う 指
道両場

旧修工率る

導
路を合

校繕事のも

事 舎にと低の

道 公 報

カ
い費きを 指
高て率と適ま

外な

導
等、をこ用た

とっ

事 なて

号外第

オ
度し費の 指
電にてを扱

費の

導
気発、低い

がが

事 計あ

号

平
成エ 十の経 三各イ費 年種メと 六の経 項

ほ費

一費体未

》

か地一上かの

部のの計

補も数計

に域部の、未

か

の量上 か正
）あ適も

わが％がのの
誤が

ずきでっ用の

らで
現がる。りあ

、るあた

改通に

設切
適

、

項
良行は

と係しいが

》

修っ工さ、

新るて改あ

場算工た事せそ

校現積

区

と管す事。になの

舎

適いら間

の理べをおが

続率と用て工が

接費き

一を事

部をこし、事工

設をい般行の

分新ろて

ろし、

現正し
補底

、

の

学営新 項
校繕設をて校

るい

》

ともの工工、い舎

こる

も修

かの火事事率る改

し低の工

らが災にとの

旧るていが事

、あ復係

少た工現積改あに

過っ

たい

積。事場算修っお

理べ事。て

算に管す工

減は

現容ま
内て

、

とお

設注共 項
備し通し、

上っ

》

次

き。工た仮て年

でた

に事費るが

る事工設い
び、わ

、おの及が変

が

ば

計て接現近れ

未い近
前事管工対

上、工場接

す条な

も年と理事象

の

工ーし
。諸件積

月事ジて 八にア、 日

ジ

てをー

いプメ

おッイ

建るア

、図

金

工めプ

設たッ

曜事の経

日

算
に積

計な

建はし
て慮

ま
はて
てめ

っ努
たに

当
。
制す
体ま
査り
審い
、

理え切

管考適

場の、

を

に

地つ算

のに積

費方な
係て

正関め

補て努

域い
っにり

た員い

当職ま

に

す

理分ま

管十り

場をい
、
用し
適討

の検。

費に
算

て積
っな
た切
当適
に

のい努

費つに

経に算

は

い

に確ま

用のて

適てめ
分す

っ十ま

たをり

当認

、、

そい
、行
はに。

て

の、な

事後切

工今適

設

理

ー現処

メ事務

イ工事
辺め

ッ周努

アのに

ジ場

し
化
強

費境ま

経環て

プ

ま
てをはるン場基算

、

ウ

、徹。

は知す

て周
検

工努
、に

り討きた歩要

イ
事め

３水とし画そ 検

ア

用切
適適
の、

る て古ら 資す料 検

い考ま

つをり

に等い

ク 、設、。合ずす

っ積

現、つる リ ２計

行労との ー 基し

の務しか

コお、歩費て、

ト のて

掛を取取

体
積 ンり

に加り扱 が ク、

お算扱い リそ
ーれといでうが
か明 未

トぞなてきの不

、が、確 満

土れっはる

積いコの１合な

留体て

予
工

討
防

、をでめ掛が

事
治

い行あ比のあ

項
山

ずっる較整る

》

、討に工

れたが検備。
いの

経で転しつ事

が上
的法のいて山

済工用て
掛い討工

かを歩な検腹

るお

比定が。すに

の決
検べい用必い

較すな転

治基をす、でれ 討
山を行るダあを

よ

事
ダ施う設ムり転

う

項
ム工計は用

検

》 討

ひる

す工す函を１函す

っず」こ

る事るひ行基

めもてつもと

必にた」

がい、３い施１が

要お

を能

あて沢基る工基可

しる造で

る、水が。す

排要か計りあ

。ダの必

いく、

、

ム

国材るに 討
立運設よるな実 事
公搬計る。り態 」 項
園にをとし現に を 》

っ 用

内ヘし、か存あ 使
、てた す

のリて最しし

る安同い積 る

工コいも

にタが価機な算 こ

事プ

料 と

おー、な種い資 と

いを積はこ
かす

て利算ベ型とと さ

。基

た算

、用資ルれが

が

の
も
い
な

で
確
明
が
準

の。横

労掛１・作満る

以構とた断

業 務表日一

加次降造きだ方

が 費を

に

難 算のか物はし向

困
務複近

で にとらが労、

用規費数接

あ つお適小

て改し模をのし

る いり

い

め は正てな加コて

た
でクる

、 、しい場算ン

すはきリ場 単 森、ま合

け
お
に

事
工
腹
山

体 林平

治い度
つ年

リ
ク

ン
コ

る

ら

ム、か

ダは事

山て工
用す

事転用

工の適

等そ
歩る

の

た

」定と

ひをと

函掛こ

算部等算

積係法積

関方
直る

料連見な

資とのと

成図をう

作をしよ

の携
なて

利とうめ

、る行努

当に、い

にもどま

用と

二
六
（
措
二

トで で 土成。、るー合

効こ 木
標年率と土、

未す工搬

準２的と留運

めし

の
設
打

ト
ー

歩月な

い成た

扱平し

取、ま

の

。 に

にす

っ随態ま

た、実り

、算し

は積即。

て時
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号外第
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を合通るがこす 検
各通に整が各とる 討
種行は理、支か必 事

号

くたっ処

、が
で要

の必

、し計月 雪て変安、た理八 の設更全雪。日

め変当も締

締計に性を

めをっ認固

固更た確め

で行てさめ金

替て現て設

代っ、れる

曜 えい場お計

日

修搬が 》

冬

は対の工道、

で全柵
上置にを期

施策設事路
いりの

し、がお取間

工

事

い急要て付工

て早必
仮も盛るで

なにな、け
で計る

。設の土設あ

い

と支

仮安め
や努

しのが

地た工すこ 》

を

画崩め事るとと障

計

下らてき

壊、を崖かし

険域めに、いた

危区進

石がこ

区をては落るす

区る舎防、と

域工い校

年ら

崖割がが護次か

の

本接を度、

のし、近柵

すなとし

よま校工

崩年

工さ、員そ庁ら要

安く

項
事せ交をのに、が 》

一る

にな通置必よ統あ

人て化。

おが安く要っ

工対と員異に

いら全こ

っい

、事策とのなつ

て

しれ定てて

一をとさ算

討

車うてて方い検

般行
上出以し

両場交い法る

。
確る

明あ

交方等降ま

物

る
す

討
検

う
よ

る
す

に

性ま

設全て

の能と

等可

上十ま

計にり

の等い

費
っし
た慮
当配。

に分す

協ま

現な
、切
は適
て、

た

対握、議し

全把。お
必

に、該、。

策し当し

なのな

た切事要

当適工
対

は計工全

て設施安

っ
めたを

現努当策

、にに

通法のにし

のてっ講

地

理配扱工。

整、取起た

定工

ののをる

員置いす

基方、か

算えめ事

積考

用

にび成適

準及平ら

つ必

なし

て日２る

い要年す

法、扱

方め取

業たて

作

と

じ体と

同のこ

がこう
算。

は合る

きをす

と積

８

連、
一し
、

競 指
馬 摘
事

経
事
業

要し頭な営
項

に
状計
場設

とてでい管

エ

況

定とがを物 指
道しの、作ま件 導

学施

況いはて

状まてじ

ウ

をり

工要て 指 完かれ

防北領い 導

１と

は数月こ

事 成わて

イ

計算日と

、の

完が 指
道成、

クし査いっ

導 とのまた

ア

が造
業構
作一

ロ 指
海ッ 導

に 》

る理のにつ

ない処も理

あるて

、がさが係い

り

勝

れ占、っ事、

こ、れ

補者書。馬

を有文た項

成券

工の作票

償とを投

実はて入

で議し収

事協

て協協成たで
施口いな

路 事
工い議議し、あ 項
事たのはて道る 》

な拡水

に取結口い路用

け７処い幅横

お付果頭

事管

て道箇理も工断

い

にさがにの

、路所との

伸

箇、変れあ伴延

３を

文た占が

所地更、っい

予者た書。用必

と権し

災海」な 事
ダ道でい

監 がらい

項 ずな督
ム農定も 》

工も工地めの 員 月、い

指 日期の事開るが を ４

任っ 定 とのがに発主あ

い請監た し 遅変あお部

手たて負督。 て

延更っ

を る

た続。、工員 い

し
も取名が監定

にが２事

路時地
からの、督め

事 しみま。

改期権 個項
良を者 のてで引》

る検し工９と うい、渡

が査さ事月の ち
、員れの末打
設せ を
監のて路と合 個

了る工定が 、
督完い盤

引 分
に検もにし長 部
員

がいいき 引
よ査のおて

、

渡検なあてる、

るが

岸ク 事
保製 項
全作 》

工い
人お
るに
係事
に工

ブッ
のロ
フブ

ー、
リて

営
運
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馬

競
道
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北

二 改七 善（ に措 つ二

及な。

工議るす

協すま

施定切

実協適

のびど

事

処

た等務

当結事

に締な
を努

は続に

て手理

っ諸

の督

、

条定

事海２を

工北第員

員地２、

督農第め

監道
規に

指発の正

の開項適

当負に処

に請定対

定部

をま

っ事づて

た工基し

、

理期い。

処工行す

務

にな

め更切

努変適

にの

りっ処

いた務

ま当事

て
道

。、努

すはに

まて理

施検
実事

の工
事負
工請

て基
っに
た領

当要
に査

い

、き
はづ

七 て） ま

係書て

関文め

農
、
は

きま

の録り

と記い

者に 、要主り

は督、い

て監
、。

後」監す

今領任ま

続り
手い
なま

要て
必め

海事
北な
、正

後適
今、
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て今ての通
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、庁

場支
化走

孵網
産

そ行止

木本
土察

萌警
留

りまのうに

場のに各お

項車る償。 以
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と損
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故がてが

事故し害

通事

い

し件て

生１じ

発、生
と

まし止と

修つる

、に

をののとたに
い公てに

組

る

め 」進間改とま経結
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し事

少馬

減競

が、

額部

金

営所

経務

曜が）

日

後職交事

部、で

政し申

もに安の

りと員通故

お
き意に止

す引注全防

ま

層

き喚す一

続を対に

。

る識め

あす意努

、起る
い

ると高ま

ゆとのて

ら

い場また責なつ

機も揚

やてです、任どい

お導
る、例の。事を、て

け

い場

職職示職故明強職

起か反ぐ

員員す場をら

な修こに省る

ののる研

通通どのししをみ

交交

しの

安事し実た、促で

員正、取

全故た施職厳

料取にに交組

のの資に

発態をり対処通を

啓形

ま車、いに

り用はつも

。よ紀の各

すに綱て、
な議

交持知会

る保通種

故達でど

事通どな

通の
をじ

対交意通

のや注を

した営び

に事喚て

策通

にて、戦付

、 、めに革

産 てお

る

地 発きけ沿お効略け
議な

の 売たるっり率会

な」ど 方 」と収たま的
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善的営設営 や 四ろ改本
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、り築営に 者

中今し取

内示

に

心後

海れ

に北さ

海地
北道た

、

馬馬」

競競織

道方組

討営
検運

り

」会」

議員務

会委財

職りす

を、図ま

会にを
、。

通

事必の

置人相学校るそ

の内務要他

財かの当校

や提組し分事強
団れ出

さ

啓傾示んて等故化

、

手

、、

蒙向しでもを防

非教任を

検 教常育用し続

討

指
職勤職者なが 導

る職
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つ故起、
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ま防
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行、っ

あ

導

め よ

に５こ組をの努
っ
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アイ

討年らこ

指 被 指
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校１も
てる
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特
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舎

関る記

人職事務事のあ
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務勤どなをり項

事がな
行てくに

所務をっ置方
団い

高間っい財つ

が時
学にいこ法て

等内てる
がかと討

校財ると人検

、

に法、ら学す

内団

事 員職員がけ行

項

事
免員免免れわ

》

項
許と許許ばれ 》

に授らい

をし法状なて
いい

得任よ与なな

取て
てす、者がも

し用り権
ら対こが

いるあに、の
しっ

い合かしうあ

な場
を、め出たた

者はじ届

政賠たそ

。

事
事償。の

た

項
故金他

。

》
管て

やし
生出
発支
のを

よが
にの
疵も

瑕る
理い

ソ 事 ソが 事

コ 項 コ生 項

ン 》 ンじ 》

し

難る失

盗い亡

のてを

ある

ががい

件のて

事も
、。が

したの

生っも

発

あ

火、が

災

っ が

た 発

。 生
し

等

繕支高

修を麻

、円大
い）

とて校

用し学

費出

こ充い

学務職うの行

し

の学がと実ま

高校を員

図た

学か校そのをし

等

職勤いる。

校かののな
うと

にり員務よこ

内わ
務に過間、な

事方に時
にに人に

所つ度内法ど
事い

置て依法のつ

をい

のづす

こ基ま

くは存人

な適

勤う、
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非
任の事

のとな

師こ正

講

に

当よ理

にい処

用な務

よてに行力

っ関努

たう

故産努し

うま事財にを
るま

こりののめて

ない
のす止正ない

とま防適
つ管、ま

な。になどり

て及故。

よい理事す

い

に

切、行止

適はび防

う

よ努物

すうのに

なこ政

の

、め難うめ品

が努盗

ま故こま管

今て事なて
のりに

といのとい理

後

た

火ま策なま当

もり対

。当よ。っ

災すにいす

、

にっ適は
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防

、へ

学は等
て員

万て切

等会火

舎種防

校各の

校
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、事処、

財、しの務て
体導
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団法
と事の行制を

人の校を い

、定ま

は規て

て係め 管れのよ

、
後にり

今等 な層

にで正一

理ま適り

全はな今
め上執努

努以 管こ

期今舎、

を、庁後

に等め
よこ理の

す後

八つにて ）

し職ま

まりり

きよお
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号
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庁
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的

ソす
事
に
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項
パ

ンき
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簡こ。競よ

管項ソ

の事

、定月 参し単と争っ八 加てでか参て日

る、者わ

者いあら加行
指る

範のと契のれ

のる
が手うの名こ

囲でい約

金

所宗発か

多続長大がと

数の曜

、
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日

き関ま

札局備立づ界

契当ん最に一実
を長事

者

に約ででも契般の

約

を争を

つはあ入有約競

のな締入排

い、る札利

定方条結札除

意て資特

比る

信多法件すにす

力

よ提契べこ

用数にをる

見の競っ供約てと

その

つの底

他争てし方不が

工が入は重たし

為なて

リ。指 査の製割にる

講

象約を節サ名 対は品が
入可ク争 部１購減イ競
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査
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の

れいイ場イとな察品
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状
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を
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さ

て。入

いた導

おっが
に

おと

とこ

のた

次れ
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